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人口と世帯数
《常住人口3.1現在》
（　）内は前月比較

●人　口：
　男
　女

●世帯数：29,184世帯（±0世帯）
●2月の出生数：32人
●2月の死亡数：93人

74,097人（－82人）
36,269人（－53人）
37,828人（－29人）

◯広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
◯市ホームページモバイル版では、行政・災害などのさまざまな情報をお届けしています。

令和2年4月2日発行

広報かさまが
スマートフォン
で読めます

未
来
へ
の
挑
戦

―かさま―

  koho K
asam

a

 広
報

か
さ

ま

4
No.169

2020
令和２年



窓口延長
サービス

5月の休日
救急診療当番

　今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
と

同
じ
よ
う
に
国
の
方
針
に
基
づ
き
、
市
の
独
自
対
応
な
ど
を
含
め
て
非
常

時
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　3
月
12
日
現
在
、
市
が
行
っ
た
対
応
は
、
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
・
高

等
学
校
の
休
校
、
公
共
施
設
の
閉
鎖
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
延
期
、

テ
レ
ワ
ー
ク
や
子
連
れ
出
勤
の
試
験
的
導
入
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
や

公
民
館
の
自
主
学
習
室
の
支
援
員
へ
の
マ
ス
ク
配
布
、
不
要
不
急
の
外
出

の
自
粛
等
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い
も
の
で
す
。

　ウ
イ
ル
ス
と
い
う
目
に
見
え
な
い
相
手
と
の
戦
い
で
あ
り
ま
す
が
、
今

後
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
起
こ
り
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　以
下
は
、
今
さ
ら
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
経
験
で

私
が
得
た
教
訓
や
、
感
じ
た
事
で
す
。

　・
平
時
の
発
想
か
ら
、
非
常
時
の
発
想
へ
切
り
替
え
て
行
動
す
る

　・
完
璧
を
目
指
す
が
、
完
璧
は
無
い

　・
非
常
時
の
対
応
の
中
で
、
新
た
な
発
見
が
あ
る
（
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
）

　・
何
事
も
、
市
民
の
理
解
・
協
力
・
冷
静
な
対
応
が
大
切

　今
後
も
、
非
常
時
の
対
応
に
つ
い
て
危
機
管
理
意
識
を
し
っ
か
り
持
っ

て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
最
新
情
報
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

笠間市の税・料金が「LINE Pay」で納付できます！
　４月１日から、PayPay に加えて LINE Payでも納付できるようになりました。
●納付できる税・料金
　市県民税（普通徴収）、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療

保険料、保育所保育料、児童クラブ保護者負担金、水道料金、公共下水道使用料、農業集落排水
使用料

●方法
　LINE Payアプリを起動し、納付

書のバーコードを読み取って納付
します。

説明ページ URL
http://pay-blog.line.me/
　　　archives/74562305.html

※手数料はかかりません。（通信料は利用者の負担となります）
【問い合わせ】収税課（内線121）
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9：00～17：00

お知らせ

新型コロナウイルス対策会議の様子

［表紙］

大池公園の桜と元気に遊ぶ子ども
たち。

 

［題字］

関 紫芳さん（書作家／大古山在住）
せき し ほう

※平日夜間19：00～21：00（土曜日・祝日・年末年始を除く）
　 は笠間市立病院で初期救急診療を行っています。
※当番医は変更になる場合があります。
※急な病気で心配なとき、医療機関をお探しのときは
　 ご利用ください。24時間365日対応です。
子ども救急電話相談

おとな救急電話相談
短縮ダイヤル ♯8000 または TEL.03-6667-3377

短縮ダイヤル ♯7119 または TEL.03-6667-3377

毎週日曜

5月4日（月）

5月5日（火）

5月6日（水）

笠間市立病院

太田皮フ科

根本産婦人科医院

ねもとクリニック

0296-77-0034

0296-72-7777

0296-77-0431

0296-77-7011

日付・曜日 病院名 電話番号

「非常時対応」

Column

市長コラム

日曜日
水曜日

市役所本所
市役所本所

8：30～12：00
17：15～19：30

市民課（交付業務のみ）、収税課（月末のみ）
市民課、保険年金課、収税課

曜日 場所 時間 窓口延長課

※ 上記以外の窓口の延長業務は行っていません。

未来への挑戦
04

特集

※支払イメージ

笠間市HP

登録・開始はコチラ

地域おこし協力隊

からだと向き合う

情報しっとく日和!

かさまのれきし

かさま食彩

グルメ紀行

Hot People

コンデキ

かさまぽけっと はじめてのお誕生日

熱血少年少女応援部

笠間の陶炎祭
ひまつり

令和２年 広報かさま ［４月号］ No.169 2



窓口延長
サービス

5月の休日
救急診療当番

　今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
と

同
じ
よ
う
に
国
の
方
針
に
基
づ
き
、
市
の
独
自
対
応
な
ど
を
含
め
て
非
常

時
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　3
月
12
日
現
在
、
市
が
行
っ
た
対
応
は
、
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
・
高

等
学
校
の
休
校
、
公
共
施
設
の
閉
鎖
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
延
期
、

テ
レ
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ー
ク
や
子
連
れ
出
勤
の
試
験
的
導
入
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
や

公
民
館
の
自
主
学
習
室
の
支
援
員
へ
の
マ
ス
ク
配
布
、
不
要
不
急
の
外
出

の
自
粛
等
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い
も
の
で
す
。

　ウ
イ
ル
ス
と
い
う
目
に
見
え
な
い
相
手
と
の
戦
い
で
あ
り
ま
す
が
、
今

後
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
起
こ
り
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　以
下
は
、
今
さ
ら
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
経
験
で

私
が
得
た
教
訓
や
、
感
じ
た
事
で
す
。

　・
平
時
の
発
想
か
ら
、
非
常
時
の
発
想
へ
切
り
替
え
て
行
動
す
る

　・
完
璧
を
目
指
す
が
、
完
璧
は
無
い

　・
非
常
時
の
対
応
の
中
で
、
新
た
な
発
見
が
あ
る
（
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
）

　・
何
事
も
、
市
民
の
理
解
・
協
力
・
冷
静
な
対
応
が
大
切

　今
後
も
、
非
常
時
の
対
応
に
つ
い
て
危
機
管
理
意
識
を
し
っ
か
り
持
っ

て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
最
新
情
報
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

笠間市の税・料金が「LINE Pay」で納付できます！
　４月１日から、PayPay に加えて LINE Payでも納付できるようになりました。
●納付できる税・料金
　市県民税（普通徴収）、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療

保険料、保育所保育料、児童クラブ保護者負担金、水道料金、公共下水道使用料、農業集落排水
使用料

●方法
　LINE Payアプリを起動し、納付

書のバーコードを読み取って納付
します。

説明ページ URL
http://pay-blog.line.me/
　　　archives/74562305.html

※手数料はかかりません。（通信料は利用者の負担となります）
【問い合わせ】収税課（内線121）
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9：00～17：00

お知らせ

新型コロナウイルス対策会議の様子

［表紙］

大池公園の桜と元気に遊ぶ子ども
たち。

 

［題字］

関 紫芳さん（書作家／大古山在住）
せき し ほう

※平日夜間19：00～21：00（土曜日・祝日・年末年始を除く）
　 は笠間市立病院で初期救急診療を行っています。
※当番医は変更になる場合があります。
※急な病気で心配なとき、医療機関をお探しのときは
　 ご利用ください。24時間365日対応です。
子ども救急電話相談

おとな救急電話相談
短縮ダイヤル ♯8000 または TEL.03-6667-3377

短縮ダイヤル ♯7119 または TEL.03-6667-3377

毎週日曜

5月4日（月）

5月5日（火）

5月6日（水）

笠間市立病院

太田皮フ科

根本産婦人科医院

ねもとクリニック

0296-77-0034

0296-72-7777

0296-77-0431

0296-77-7011

日付・曜日 病院名 電話番号

「非常時対応」

Column

市長コラム

日曜日
水曜日

市役所本所
市役所本所

8：30～12：00
17：15～19：30

市民課（交付業務のみ）、収税課（月末のみ）
市民課、保険年金課、収税課

曜日 場所 時間 窓口延長課

※ 上記以外の窓口の延長業務は行っていません。

未来への挑戦
04

特集

※支払イメージ

笠間市HP

登録・開始はコチラ

地域おこし協力隊

からだと向き合う

情報しっとく日和!

かさまのれきし

かさま食彩

グルメ紀行

Hot People

コンデキ

かさまぽけっと はじめてのお誕生日

熱血少年少女応援部

笠間の陶炎祭
ひまつり

令和２年 広報かさま ［４月号］ No.1693



笠間市の財政状況をもっと知ろう！ 笠間市公式ホームページで、さらに詳しく財政状況が確認できます。
http://www.city.kasama.lg.jp
▶トップページから予算概要で検索

　SDGs（持続可能な開発目標）は、2030 年までに持
続可能でより良い世界を目指す国際目標です。
　17のゴールと169のターゲットで構成され、日本と
しても積極的に取り組んでいます。
　笠間市では、第２期笠間市創生総合戦略において、
横断的な取組みの強化の観点から、SDGsを原動力と
した施策と事業の推進を位置づけ、さらなる取り組みの
充実を図っていきます。これを受け、今年度の重要事務
事業においても、関連性を分かりやすく示すためSDGs
各目標のアイコンを用いて示します。

笠間市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

SDGs ってなに？  

特  集

未
来
へ
の
挑
戦

将来像を“ 文化交流都市 笠間　～未来への挑戦～ ”と位置付け、
まちづくりへの「挑戦」を続けています。

令
和
２
年
度
施
政
方
針

次
世
代
に
負
の
遺
産
を
残
さ
ず
、「
夢
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
基
盤
を
。

慣
行
、
既
存
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
真
に
必
要
と
さ
れ
る
政
策
に
財
源
を
。

そ
し
て
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
力
を
集
結
し
な
が
ら
、

“
自
分
の
持
つ
能
力
を
発
揮
で
き
る
ま
ち
”
を
目
指
し
て
い
く
。

　
令
和
の
時
代
が
、
新
た
な
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　
我
が
国
は
、
本
格
的
な
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
令
和
時
代
の
最
大
の
課
題
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
急
速
な
人
口
減
少
、
超
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
国
内
需
要
の
減
少
に
よ
る
経
済
規
模

の
縮
小
な
ど
様
々
な
課
題
が
深
刻
化
し
、
地
域
の
活
力
・
競
争
力
を
維
持
す
る
た
め
の
ニ
ー
ズ
も
多

様
化
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
近
年
の
大
規
模
な
自
然
災
害
や
感
染
症
の
発
生
な
ど
か
ら
市
民
生
活
や
地
域
経
済
を
守

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
笠
間
市
が
培
っ
て
き
た
歴
史
・
文
化
・
資
源
な
ど
を
最
大
限
に
活
か
し
な
が

ら
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、
農
業
、
観
光
、
商
工
業
等
、
地
域
の
産
業
を
活
性
化
さ
せ
、
企
業
誘

致
に
よ
る
財
政
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
今
年
は
い
よ
い
よ
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
当

市
に
も
56
年
ぶ
り
に
聖
火
リ
レ
ー
が
や
っ
て
き
ま
す
。
女
子
ゴ
ル
フ
の
畑
岡
選
手
を
は
じ
め
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指
し
て
日
々
努
力
を
重
ね
て
い
る
選
手
が
、
晴
れ
の
舞
台
で
大
い
に
活
躍
で
き

る
よ
う
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
の
４
年
に
一
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
賭
け
る
熱
い
思
い
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
力
を
結
集
し
な
が
ら
、
市
の
目
標
達
成
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
舵
取
り
を
行
い
、

市
政
運
営
に
ま
い
進
し
て
新
た
な
令
和
の
時
代
を
切
り
開
い
て
い
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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茨城県笠間市
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例

未来技術の導入検討

利便性の高い公共交通へ

特集 未来への挑戦

PICK UP

重
要
事
務
事
業
と
、
令
和
２
年
度
予
算

第
２
次
総
合
計
画
で
定
め
た
将
来
像
、
文
化
交
流
都
市
。
そ
の
将

来
像
実
現
に
向
け
た
都
市
基
盤
な
ど
７
つ
の
政
策
の
方
針
に
基
づ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
と
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
令
和
２
年
度

に
選
定
し
た
重
要
事
務
事
業
は
59
事
業
。
そ
の
中
の
一
部
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

※
59
事
業
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
人
口
減
少
・
少
子
化
お
よ
び
高
齢
化
へ
の
対
応
と

い
っ
た
大
き
な
課
題
が
あ
る
中
で
、
多
様
化
す
る
生

活
ス
タ
イ
ル
に
対
応
す
る
に
は
、
き
め
細
や
か
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
と
質
の
高
い
笠
間
暮
ら
し
の
実

現
に
向
け
た
強
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
令
和
２
年
度
の
事
業
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
行
財

政
改
革
を
推
進
し
つ
つ
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や
ビ

ル
ド
・
ア
ン
ド
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
よ
り
、
効
率
的
で

実
効
性
の
高
い
行
政
運
営
を
目
指
し
、
可
能
な
限
り

経
費
の
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、
重
点
的
な
課
題
に

対
し
て
新
た
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
る
も
の

と
し
ま
し
た
。

　
質
の
高
い
笠
間
暮
ら
し
の
構
築
に
向
け
、
重
点
課

題
を
、「
様
々
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
」
と
設
定
し
、
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
抜

本
的
な
仕
組
み
の
改
革
を
視
点
と
し
な
が
ら
、
公
民

連
携
に
よ
る
人
材
の
育
成
、
確
保
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス

の
質
的
充
実
を
図
る
た
め
、
次
の
３
点
を
テ
ー
マ
と

し
て
重
要
事
務
事
業
を
選
定
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
は
、

様
々
な
人
材
が
活
躍
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
。

︱ 

制
度
お
よ
び
手
法
の
見
直
し
に
よ
る
強
化 

︱

1利便性の高い公共交通網の構築【事業費：248,732 千円】

2重点「道の駅」整備の推進【事業費：864,518 千円】

　生活と観光、双方で利便性の高い公共交通網の構築に向けて、AI・IoTなどの新たな技術導入を図り
ながら、既存の公共交通の再編検討を公民連携（スマートシティコンソーシアム）により推進します。

○公共交通網再編事業（スマートシティ）
　�スマートモビリティなど、新たな交通の取り組
みの研究をします。
　自転車を含めた市内公共交通を再編します。
○公共交通維持確保事業
　�市内を運行する路線バスに対する運行継続の
ための支援を行います。

○デマンドタクシーかさま運行事業
○観光周遊バス運行協議会事業
○駅自由通路・駅前広場整備事業
　友部駅自由通路の設備更新
　（エスカレーター・音声誘導システム）
○通学支援事業（スクールバスの運行）

○計画・設計業務委託
○道の駅整備工事
○重点「道の駅」実施内容
　1.�インバウンドに対応した観光拠点を、DMOの連携や新システムの導入により形成します。
　2.�公共交通を集約させることで機能強化を図ります。
　3.�⼦育て世代の支援と⼈材育成を⼤学と連携し推進します。
　4.�農業振興を官学が連携し強化します。

　高速バスを使った
⾸都圏からの観光客
の取り込みや観光情
報発信・シェアバイ
クの活用を図るな
ど、笠間のゲート
ウェイとしての役割
を担います。
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令
和
２
年
度
は
、
第
２
次
笠
間
市
総
合
計
画
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け
る
第
２
期
笠
間

市
創
生
総
合
戦
略
に
即
し
た
59
事
業
を
重
要
事
務
事

業
に
選
定
し
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
、
少
子
化
お
よ
び
高
齢
化
へ
の
対
応
と

し
て
、
多
様
な
子
育
て
支
援
、
健
康
増
進
、
認
知
症

対
策
、
社
会
参
加
支
援
と
い
っ
た
全
世
代
に
対
す
る

取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
交
通
や
医
療
、
福
祉
環
境
、
文
化
的
資

源
を
活
か
し
た
拠
点
の
整
備
を
推
進
し
、
公
民
連
携

に
よ
る
持
続
と
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
産
業
育
成
と
し
て
は
、
地
域
経
済
を
持
続
可
能
な

も
の
と
し
て
い
く
た
め
、
企
業
誘
致
の
推
進
や
既
存

産
業
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
台
湾
を
中
心
と
し
た
国
際
観

光
、
民
泊
や
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
等
の
新
た
な
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ひ
と

ま
ち

も
の

全世代における人材育成
および確保策の展開

各拠点の持続性
および活用の強化

公民連携による
強い産業の育成

3賑わいを⽣む公園・広場整備の推進【事業費：693,450 千円】

4笠間PAスマートIC構想の推進
　【事業費：20,000 千円】

5⼀般廃棄物処理体制の構築【事業費：477,717 千円】

○スケートボードパークの整備等（150,138千円）
　若年層の利用
促進と公園の活
性化のため、県
と連携で整備し、
令和２年度の供
用を目指します。
市では、管理棟・
パークゾーン・屋
根施設を整備し
ます。

○多目的広場の整備（543,312千円）
　畜産試験場跡地隣接地に、市民の憩いの場となる多目的広
場を整備します。令和２年度の⼀部供用を目指します。

○事業効果分析業務委託
・�設計業務（調査・検討・予備設計）を行います。
・地質調査業務
　予備設計のための地質調査・地盤解析等を行います。

○友部・岩間地区塵芥処理事業
　友部・岩間地区の⼀般廃棄物を焼却処理・資源化します。
○最終処分場運営事業
　焼却処理をした残りの灰や不燃物などを最終処分場（諏訪クリーンパー
ク）へ埋⽴て、管理します。
○最終処分場建設事業
　諏訪クリーンパークの令和５年度埋⽴終了に伴い、第２期⼯事建設事業
を行います。
○ゆかいふれあいセンター運営事業
　焼却施設からの余熱を利用した健康管理施設の運営を指定管理により
行います。

　高速道路利便性の向上、観光・産業を中⼼とした地
域活性化、災害・緊急時の対応強化のため、笠間ＰＡ
へのスマートＩＣ設置に向けた調査を実施します。

　環境センターが笠間市の施設となることから、適正な廃棄物処理を行
い、笠間地区を含めた新たなごみ処理体制の構築を目指します。

令和２年度
一部供用開始予定エリア

遊びの広場

交流広場
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高齢者
（フレイル）

医療・介護データ解析

保険
（疾病予防・
重症化予防）

介護予防医療専門職が
関与

かかりつけ医等

特集 未来への挑戦

令
和
２
年
度
予
算

　
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
合
わ

せ
た
令
和
２
年
度
の
予
算
総
額
は
、
５
５
５
億

７
，６
２
７
万
７
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
は
、
市
税
が
新
築
住
宅
等
の
増
加
に
よ
る
固

定
資
産
税
の
増
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、
税
制
改
正
に

よ
り
法
人
市
民
税
の
減
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

市
税
全
体
で
は
減
額
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
市
税
と
と
も
に
歳
入
の
根
幹
を
な
す
地
方
交
付
税

に
つ
い
て
、
国
の
地
方
財
政
計
画
に
お
け
る
地
方
交

付
税
総
額
は
前
年
度
と
比
較
し
て
増
と
な
る
見
込
み

で
す
。
こ
れ
に
今
年
度
ま
で
の
制
度
で
あ
る
合
併
に

よ
る
特
例
加
算
の
段
階
的
な
減
少
や
公
債
費
の
増
を

考
慮
し
、
前
年
度
よ
り
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
歳
出
は
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業
な
ど
社
会

保
障
関
係
経
費
や
臨
時
財
政
対
策
債
や
合
併
特
例
債

な
ど
の
償
還
に
よ
る
公
債
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

と
と
も
に
、
新
た
な
拠
点
と
な
る
施
設
の
整
備
や
公

共
施
設
の
更
新
等
に
多
額
の
経
費
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
財
政
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
予
算
編
成
方
針
の
基
本
的
な
考
え
方

と
し
て
、
限
ら
れ
た
貴
重
な
財
源
を
有
効
活
用
す
る

た
め
、
必
要
性
が
高
い
事
業
に
重
点
を
置
い
た
予
算

と
す
る
こ
と
を
掲
げ
ま
し
た
。

　
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、「
様
々
な
人
材
が
活

躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
を
重
点
課
題
と
し

て
、
制
度
お
よ
び
手
法
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
視
点

と
し
な
が
ら
、
質
の
高
い
笠
間
暮
ら
し
の
実
現
に
向

け
た
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
指
し

た
予
算
と
し
ま
し
た
。

質
の
高
い
笠
間
暮
ら
し
の

実
現
に
向
け
た
予
算
。

6防災⼒の充実・強化【事業費：586,728 千円】

7フレイル対策と介護予防体制の⼀体化等の推進
　【事業費：14,164 千円】

8きめ細かい妊娠・出産・
　⼦育て期への⽀援の強化
　【事業費：121,000 千円】

9⼦育て世帯の費⽤負担の軽減【事業費：704,421 千円】

　情報伝達の強化・停電対策・地域防災力の強化などにより、防災力の充実・�強化を推進します。

　医療専⾨職による相談や訪問指導等、被保険者の生活習慣病等の重症
化予防や⼼⾝の機能維持を図ることを目的に、保健事業と介護予防を⼀体
的に実施します。

○災害対策事業
　防災ヘリコプターの活用や、⾮常用⾷料の備蓄等の災害対策を行います。
○防災行政無線デジタル化整備
○防災⼠育成事業
○自主防災組織育成事業
　発電機購入（停電対策）および自主防災組織結成時の支援を行います。

○⾼齢者に対する個別的支援
○通いの場等への積極的な関与等

○在宅⼦育て支援事業（ママ・ホリデー事業）
○在宅⼦育て支援事業（ママ・リフレッシュ事業）
○⼦育て世代包括支援センター事業
○⺟⼦保健事業
○健康づくり推進事業
○特定不妊治療費補助事業
○病児保育事業

○医療福祉費支給事業
　妊産婦、⼩児（0歳〜⼩6まで、入院：0歳〜高3まで）、ひとり親世帯
等の医療費を助成します。
○医療福祉費支給事業・市単独分
　中学生・高校生外来の窓⼝⼀部負担⾦を助成します。
○医療福祉費自⼰負担⾦助成事業・市単独分
　⼩児（0歳〜⼩6まで）の受診時に支払った自己負担⾦と入院時⾷事
療養費を助成します。
○予防接種事業
　任意予防接種の費用を助成します。
　・ロタウイルス　・おたふくかぜ　・⼩児インフルエンザ　・⾵しん
○公営住宅⼦育て世帯支援事業
　市営福原住宅・県営福原アパートへ入居した⼦育て世帯へ、０歳児
から中学校卒業まで⽉額１万円を助成します。
○公営住宅⼊居者学習支援事業
　入居世帯の⼩学５年生から中学３年生までの⼦どもを対象に、ＩＣＴ
学習を取り入れた学習教室を行います。

○防災設備機能強化事業
　空きストック（旧いなだ保育所）を防災倉庫として
活用します。
○商店街活性化（街路灯撤去）
　⽼朽化した街路灯撤去費用に対する補助をします。
○危険⽊伐採事業
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市税
94億7,191万7千円

（29.4%）

市税
94億7,191万7千円

（29.4%）

その他 18億5,900万9千円（5.8%）その他 18億5,900万9千円（5.8%）

地方交付税 
59億円

（18.3%）

地方交付税 
59億円

（18.3%）

国庫支出金 
46億999万8千円

（14.3%）

国庫支出金 
46億999万8千円

（14.3%）

市債
43億3,400万円

（13.4%）

市債
43億3,400万円

（13.4%）

県支出金
23億9,379万2千円

（7.4%）

県支出金
23億9,379万2千円

（7.4%）

地方消費税交付金
15億9,186万4千円

（4.9%）

地方消費税交付金
15億9,186万4千円

（4.9%）

繰入金
13億2,752万5千円（4.1%）
繰入金
13億2,752万5千円（4.1%）

歳入

諸収入
7億8,189万5千円（2.4%）
諸収入
7億8,189万5千円（2.4%） 一

般
会
計

　
一
般
会
計
は
、
市
税
や
地
方
交
付
税
を
は
じ
め
、

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
や
交
付
金
な
ど
を
財
源
と
し

て
、
福
祉
・
教
育
・
土
木
・
衛
生
な
ど
の
基
本
的
な

施
策
を
行
う
会
計
で
す
。

　
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
３
２
２
億

７
，０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�保育環境の充実・向上
　【事業費：322,468 千円】

�多様な⼈材育成・
　⽣活⽀援の強化
　【事業費：69,794 千円】

�⽣活習慣病予防の推進【事業費：79,127 千円】

�事業承継⽀援の強化【事業費：29,832 千円】

○⼦育てのための施設等利用給付事業
　幼児教育・保育無償化対象の認定を受けた3歳以上の児童
の認可外保育・預かり事業等に係る施設等利用費を補助します。
○児童クラブ運営事業
○公私連携認定こども園事業
○保育対策総合支援事業
　保育所等の保育⼠業務負担軽減のため、保育業務支援シス
テムの導入や、保育に係る周辺業務を行う短時間勤務者配置
の費用を補助します。
○保育⼠就労支援事業
　保育⼠不⾜解消のため、笠間市に住民登録し、同⼀の施設
に正規雇用職員として２年以上の勤務が⾒込まれる保育⼠等
に対し２０万円を補助します。

○こども育成支援センターの開設
　詳しくは15ページをご覧ください。
○ひきこもりサポートの充実
○自殺対策の強化
　ゲートキーパー養成研修や、自殺未遂者のフォローアップを行
います。

○特定健康診査等事業
　生活習慣病予防のための健康診査・保健指導を行います。また、⼈⼯知能（ＡＩ）
を活用した訴求力の高い受診勧奨通知で受診率の向上を図ります。
○糖尿病予防教室・糖尿病重症化予防教室
　糖尿病リスクの高い方向けに健康教室を実施し、糖尿病の発症と重症化を予防
します。

○商工業の事業承継促進
　セミナーの開催や、中⼩企業等への聞き取り調査と課題解決に向けたフォローアップを行います。
○農業次世代人材投資事業
　農業の担い⼿を確保するため、認定新規就農者へ経営開始時の経営安定化に向けた支援資⾦を最長5年間交付します。
○農業担い⼿の育成支援
　認定新規就農者や認定農業者を対象に、経営基盤強化や規模拡⼤などに必要な機械・施設の整備に係る費用を支援します。

　保健・福祉・教育の連携強化により機能と⼈材を集約し、⼦
どものライフステージに応じて、きめ細かく切れ目のない支援を
提供できる地域の中核的な総合支援機関として「笠間市こども
育成支援センター」を今⽉に開設します。

　企業などの経営者や農業者の早期承継を促す啓発活動などを行います。

■
歳
入

　
市
税
は
94
億
７
，１
９
１
万
７
千
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
地
方
交
付
税
は
59
億
円
、
国
庫
支
出
金
は

46
億
９
９
９
万
８
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
の
歳
入
に
つ
い
て
も
、
適
切
な
見
通
し
の
も
と
に

計
上
し
て
い
て
、
今
後
も
積
極
的
に
財
源
の
確
保
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

○糖尿病性腎症重症化予防事業
　糖尿病性腎症等の治療をしている患者で重症
化リスクの高い対象者を抽出し、医療機関と連
携して保健指導を行います。
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民生費
114億7,939万1千円

（35.6%）

民生費
114億7,939万1千円

（35.6%）

公債費
34億695万8千円

（10.6%）

公債費
34億695万8千円

（10.6%）教育費
33億7,304万6千円

（10.5%）

教育費
33億7,304万6千円

（10.5%）

総務費
33億6,082万円

（10.4%）

総務費
33億6,082万円

（10.4%）

衛生費
24億179万2千円

（7.4%）

衛生費
24億179万2千円

（7.4%）

土木費
22億113万5千円

（6.8%）

土木費
22億113万5千円

（6.8%）

消防費
21億1,257万2千円（6.5%）
消防費
21億1,257万2千円（6.5%）

農林水産業費
20億4,018万4千円（6.3%）
農林水産業費
20億4,018万4千円（6.3%）

商工費 5億9,485万9千円（1.8%）商工費 5億9,485万9千円（1.8%）

議会費 2億8,633万7千円（0.9%）議会費 2億8,633万7千円（0.9%） その他 10億1,290万6千円（3.2%）その他 10億1,290万6千円（3.2%）

歳出

◆観光戦略
・市内全体の意識醸成、啓発
・国内外からの教育旅行の誘客、住宅宿泊事業者（民泊）の推進
・市内全体の意識醸成、啓
・国内外からの教育旅行の誘客、住宅宿泊事業者（民泊）の推

国内外からの誘客を図る3つの施策

◆国際観光

◆国内観光

「インバウンド推進協議会」「笠間台湾交流事務所」
○受入強化、笠間市PR（パンフレット・イベント連携
　・SNS等による情報発信）

「かさまコンシェルジュ」「観光PR」
○人材育成
　情報発信の強化（キャンペーン・SNS等の発信）

特集 未来への挑戦

�⽇本⼀の栗の産地づくりの推進（栗の⽣産拡⼤等の⽀援）【事業費：19,320 千円】

�地域経済を向上する観光戦略の推進【事業費：18,755 千円】

○遊休農地を活用した笠間の栗⽣産拡⼤事業
　管理の行き届かない栗畑や遊休農地を借り上げ生産拡⼤を図
り、品種・サイズ別出荷による販売価格の向上とブランド確⽴
を図ります。
○かさま新栗まつりの開催
○栗⽣産規模拡⼤支援事業補助⾦
　作付⾯積を10a以上拡⼤する農家に補助を行い、経営規模拡
⼤と遊休農地の抑制を図ります。
○栗苗⽊支援事業補助⾦
　計画的な苗⽊（40本以上）の新植や優良品種更新を推進し、
品質向上と収穫量増加による生産振興を図ります。
○栗栽培農地貸付補助⾦
　栗を栽培する農家や新規就農者に、農地（10a以上）を貸し
出す農家を支援し、栗生産農家の増加と農地の集積や遊休農地
の解消を図ります。

○観光戦略推進事業
　⾸都圏や国外からの教育旅行の誘客や民泊の推進を行い
ます。
○外国人旅行者受⼊事業
　台湾交流事務所での国際的なPRに合わせ、観光誘客を推進
し交流⼈⼝の拡⼤を図ります。
　また、「笠間市台湾インバウンド推進協議会」と連携し、訪
日外国⼈が快適に滞在できるよう受入態勢の整備を進めます。
○かさまコンシェルジュ事業
　魅力あふれる創造性豊かな観光のまちを目指すため「市民
が主役の観光まちづくり」を視点とし、多様なニーズへ対応で
きる専⾨性のある⼈材を育成をします。

　インバウンド需要をより強固に取り込み、国際観光を視野に入れた観光戦略を推進します。また、多様化する観光ニーズに対応で
きるよう市民や事業者と連携し、「笠間らしい魅力あふれる創造性豊かな観光のまち」を目指します。

○栗栽培機材導⼊補助⾦
　栗栽培に必要となる機械・資材の購入費を補助し、栗生産農
家の増加と安定的な栗生産、収穫量の増加を図ります。

■
歳
出

　
民
生
費
に
は
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
、
民
間

認
定
こ
ど
も
園
お
よ
び
保
育
所
入
園
負
担
金
、
生

活
保
護
、
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
な
ど
の
経
費
と
し
て

１
１
４
億
７
，９
３
９
万
１
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
教
育
費
に
は
、み
な
み
学
園
義
務
教
育
学
校
整
備
、

小
中
学
校
の
給
食
、
図
書
館
や
公
民
館
の
運
営
な
ど

の
経
費
と
し
て
33
億
７
，３
０
４
万
６
千
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

　
総
務
費
に
は
、
本
庁
舎
大
規
模
改
修
な
ど
の
経
費

と
し
て
33
億
６
，０
８
２
万
円
、衛
生
費
で
は
、笠
間
・

水
戸
環
境
組
合
の
解
散
に
伴
い
、
廃
棄
物
処
理
施
設

の
単
独
化
や
最
終
処
分
場
整
備
な
ど
の
経
費
と
し
て

24
億
１
７
９
万
２
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
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•JAPANブランド推進事業の活用
（笠間焼）

海外展開による
販路拡大

地域資源活用による
ブランド力の向上

組合活動支援の
強化

•日本遺産登録の推進（笠間焼）

•笠間焼協同組合への支援
•稲田石材商工業協同組合への支援

かさまブランドの販売力強化

歳出予算
性質別内訳

扶助費
71億6,807万8千円

（22.2%）

扶助費
71億6,807万8千円

（22.2%）

その他 6億5,138万6千円（2.1%）その他 6億5,138万6千円（2.1%）

人件費
57億6,318万2千円 

（17.8%）

人件費
57億6,318万2千円 

（17.8%）

普通建設事業費
50億3,550万4千円

（15.6%）

普通建設事業費
50億3,550万4千円

（15.6%）

物件費
47億2,165万3千円

（14.6%）

物件費
47億2,165万3千円

（14.6%）

公債費
34億391万3千円

（10.6%）

公債費
34億391万3千円

（10.6%）

繰出金
29億7,863万円

（9.2%）

繰出金
29億7,863万円

（9.2%）

補助費等
25億4,765万4千円

（7.9%）

補助費等
25億4,765万4千円

（7.9%）

合計322億
7,000万円

�かさまブランドの販売⼒強化【事業費：30,249 千円】

�公⺠連携による観光施設（旧スカイロッジ）のリノベーション

○JAPANブランド（笠間焼の海外展開）の推進
　英国陶磁器産地と連携した商品開発やブランディングを支援し、
笠間焼の安定した販路確保に繋げます。
○⽇本遺産登録の推進（笠間焼）
　認定を契機に、市民・民間事業者間の連携強化を図り、地域資
源を最⼤限に活用することで地域全体の魅力の向上を図り、国内
外からの誘客を促進します。
○窯業・⽯材業の販売強化
　市内陶芸家として創業を目指す若⼿⼈材へ、笠間焼産地後継者
育成補助⾦や貸し⼯房（笠間陶芸修行⼯房）の提供などを実施し
ます。また、販売体制の強化や販路開拓を図り、笠間焼や稲田み
かげ石の振興を図ります。

　市が民間事業者に施設を貸付け、公民連携事業として観光振興およ
び地域の活性化を目的としたアウトドアリゾート事業の運営を行います。
○民間事業者の既存事業（ノウハウ）を活かした事業展開
・�都内などでのマンション開発事業、レンタルオフィス事業との連携し
た観光誘客をします。
・�インバウンド向けホテル事業との連携による海外からの誘客をします。
・�新たに飲⾷提供を開始することに伴う、地域の事業者、生産者から
の⾷材等の納入による地場産品（⾷材や地酒、笠間焼など）の消費
拡⼤を図ります。

○民間資⾦活用による施設のリノベーション
・�民間事業者による既存ロッジ、バーベキューエリアのリノベーション
や新たにグランピングテント（６棟）などを整備します。

　英国内での笠間焼ＰＲと実証販売を成功させた実績から、笠間焼海外販路開拓協議会による英国内でのブランド力の向上と販路
開拓の取り組みを支援します。
　また、日本遺産認定を契機に、焼き物（笠間焼・益⼦焼）・文化財を活用し、多分野事業への経済効果の波及を図り、地域資源活
用による交流⼈⼝の増加を目指します。

　民間事業者（株式会社コスモスイニシア）によるリゾート施設（グランピング等）へのリノベーションを行い（７⽉下旬グランドオープ
ン予定）、観光客やインバウンド誘客による観光交流⼈⼝の増⼤を図ります。また、民間事業者による適切な施設管理を行うことで
市の財政負担軽減を図ります。

■
歳
出
予
算
性
質
別
内
訳

　
歳
出
予
算
を
性
質
に
し
た
が
っ
て
区
分
し
、
生
活

支
援
や
道
路
整
備
な
ど
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
性
質
の
費
用
が
か
か
る
見
込
み
な

の
か
を
表
し
ま
す
。

　
笠
間
市
で
は
、
児
童
・
高
齢
者
・
障
害
者
・
生
活

困
窮
者
な
ど
、福
祉
な
ど
の
支
援
に
向
け
た
経
費（
扶

助
費
）
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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東豪
旅行社

台北市
政府

笠間の
栗

笠間焼
と地酒

つつじ
まつり菊まつり

ゴルフ場笠間台湾交流事務所

【所在地】台北市大安區安和路
　　　　　二段78號８樓

連
携

笠間市

茨城県
近隣市町村

連
携

台 湾

インバウンド

アウトバウンド

笠
間
市
台
湾

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会

笠間市スマートシティ
コンソーシアム

＜推進体制＞

NTT東日本

笠間市

笠間市社会
福祉協議会 笠間市商工会 笠間観光協会

NTT ㈱PTVグループ
ジャパン

㈱みちのり
ホールディングス

中央大学
研究開発機構

民間企業

自治体

大学

AI

観光
地域活性化

交通・
モビリティ

健康・
医療

周遊施策

健康施策

ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
等

匿
名
化
・
統
計
加
工
等

利用者情報 自治体
オープン
データ

ビッグデータ
AI解析

イベント情報
参加履歴

アクセスログ
観光情報

市⺠⼀⼈
当たりに

使われるお金
※令和２年 1月 31日
　現在人口
　（住民基本台帳）
　75,575 人

予防接種や各種健診、
ごみ処理事業など

税⾦の賦課、戸籍や住民
登録の経費、広報紙の発行など

各小中学校や公民館・
図書館の運営など 市債の元⾦・利⼦の返済 ⾼齢者・障害者・児童・

医療福祉など

31,780円 44,470円 44,632円 45,081円 151,894円 426,993円

諸支出⾦など 議会の運営など 商工業振興や
観光施設管理など

農林業振興支援や
農地の基盤整備など 消防団や防災施設の整備など 市道の整備・補修や公

園管理など

13,403円 3,789円 7,871円 26,995円 27,953円 29,125円

衛⽣費 総務費 教育費 公債費 ⺠⽣費

その他 議会費 商工費 農林水産業費 消防費 土木費

特集 未来への挑戦

�台湾交流事務所を軸としたインバウンド観光等の推進【事業費：21,052 千円】

○台湾からの外国人観光客誘客促進
　旅行博・商談会等を活用した観光PRやメディア媒体を利
用した情報発信、ツアー造成に向けた旅行会社への働きか
け等により、台湾からの誘客を促進します。
○ オリンピック・パラリンピック事前キャンプ地締結

における交流
　ゴルフ協会・オリンピック委員会へ継続して働きかけ、
誘客や交流（ジュニア、アマチュア、スナッグゴルフ等）を
促進します。
○茨城県および県内市町村との広域連携による誘客促進
○台湾政府および自治体との連携による交流人⼝の拡⼤
　台北つつじまつり・⼠林官邸菊展との連携や、台北市政
府職員受け入れを行います。

�スマートシティモデルの構築研究の推進【事業費：1,980 千円】

○政策調査事業（公共交通再編）
　新たな公共交通システムの構築を研究します。

＜取り組みのイメージ＞
　AI・IoT等の新技術を用いて、地域経済活性化の取り組みを継
続的に展開する仕組み。

　AI・IoT等の新技術や官民データをまちづくりに取り入れながら、地域の課題解決に向けたスマートシティモデルを確⽴し、高度で
持続可能な都市の実現に向けて、新たな技術の取り込みを推進します。
　本市の公共交通再編において、利便性の高い公共交通網を構築するため、スマートモビリティの導入等を研究します。
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国指定の史跡化

航空測量

発掘調査

文献調査

城跡の保存整備

歴史的価値付け・評価

事業周知

■
特
別
会
計

　
特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
特
定

の
事
業
を
行
う
場
合
、
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
特
定
収
入
で
運
営
し
て
い
く
独
立
し
た
会
計
の
こ
と
で
す
。

■
企
業
会
計

　
企
業
会
計
は
、
事
業
か
ら
得
る
収
益
を
主
な
財
源
と
し

て
運
営
し
て
い
く
会
計
の
こ
と
で
す
。
本
市
で
は
、
病
院

事
業
、
水
道
事
業
、
工
業
用
水
道
事
業
お
よ
び
公
共
下
水

道
事
業
の
４
会
計
と
な
り
ま
す
。

■特別会計内訳 （単位：千円）
区　　　分 予 算 額

国 民 健 康 保 険 7,700,000
後 期 高 齢 者 医 療 916,000
介 護 保 険 6,718,000
介 護 サ ー ビ ス 事 業 24,800
農 業 集 落 排 水 事 業 619,000
特 別 会 計 合 計 15,977,800

一　般　会　計 322億7,000万円
特　別　会　計 159億7,780万円
企　業　会　計 73億2,847万7千円
予　算　総　額 555億7,627万7千円

■企業会計内訳 （単位：千円）
区　　　分 予 算 額

病　院　事　業 940,335
収益的支出 919,000
資本的支出 21,335

水　道　事　業 2,206,266
収益的支出 1,652,451
資本的支出 553,815

工業用水道事業 35,495
収益的支出 28,125
資本的支出 7,370

公共下水道事業 4,146,381
収益的支出 1,700,932
資本的支出 2,445,449

企業会計合計 7,328,477

�東京オリンピック・パラリンピックホストタウンの推進【事業費：13,265 千円】

○東京2020ホストタウン推進事業
　市長杯スナッグゴルフ⼤会に台湾⼩学生チームを招待し、交流を図り
ます。
　かさま陶芸の⾥ハーフマラソン⼤会を昨年同様、エチオピアの英雄ア
ベベ・ビキラ・メモリアル⼤会として開催します。
○東京2020事前キャンプ交流事業
　台湾ゴルフチーム事前キャンプに伴い、市民との交流事業を実施します。
○東京2020聖⽕リレー応援事業
　スタート地点や沿道、ゴール地点で盛り上げ、ランナーを応援する取り
組みを実施します。
　スタート会場でオリンピックやパラリンピック種目のスポーツ体験など
ができるブースの設置などを実施します。

※印の開催期日は3⽉末日時点のものです。

7月5⽇（⽇） 東京2020聖⽕リレー
� （笠間芸術の森公園→笠間稲荷神社）
� ※�笠間芸術の森公園内でスポーツイベントを

同日開催
※7月23⽇（⽊）～ 27⽇（月）
� 台湾男⼦ゴルフチーム事前キャンプ
※7月29⽇（水）～ 8月2⽇（⽇）
� 台湾女⼦ゴルフチーム事前キャンプ
� キャンプ地／宍戸ヒルズCC
※8月10⽇（月）
� エチオピア陸上競技チーム事後交流会
� （スポーツレクリエーション）
� 会場／市民体育館

　ホストタウン相⼿国・地域の選⼿等と⼈的・経済的・文化的な相互交流を進め、地域活性化等を図ります。
◯ホストタウン相⼿国・地域：タイ（ゴルフ）、エチオピア（陸上競技）、台湾（ゴルフ）

�きめ細やかな学校教育サポートの推進
　【事業費：71,947 千円】

�笠間城跡の国指定史跡への推進
　【事業費：12,591 千円】

○教育環境における医療的ケア体制の構築
　医療的ケアが必要な児童生徒の教育環境の充実を図るため、
看護師による医療的ケアを行います。
○スクールソーシャルワーカーの配置
　いじめ、不登校、児童虐待など、児童生徒が置かれているさ
まざまな環境に着目して働きかける⼈材を配置します。
○特別支援教育支援員配置事業
　特別な教育的支援が必要な児童の介助、学習支援を行います。
○部活動指導員の配置
　生徒の競技力、技術力の向上と、教員の部活動指導時間を軽
減し、教育活動の充実を図ります。

○測量図化業務委託　○現地踏査　○考古学的調査
○草刈等による管理　○事業周知推進事業

　特別な支援やケアを必要とする児童生徒への配慮、家庭生活
における悩みなどの解決、部活動における生徒の競技力・技術力
の向上など、専⾨スタッフや外部⼈材を活用することで児童生徒
にきめ細やかな支援を行い学校教育の充実を図ります。
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特集 未来への挑戦

�誰もが楽しめるスポーツ環境の向上【事業費：9,772 千円】

�芸術⽂化活動の推進【事業費：9,045 千円】

�地域づくり⼈材の確保
　【事業費：25,106 千円】

�⽣涯活躍のまち（笠間版 CCRC）
　モデルコミュニティの構築
　【事業費：109,021 千円】

�多様化する⽣き⽅への対応充実【事業費：1,221 千円】

○東京2020パラスポーツ啓発事業　パラスポーツの体験会を開催します。
○適応指導教室事業（eスポーツ）
　登校拒否や引きこもり、発達の気になる⼦どもたちを対象に、総合的な支援体制の⼀つ
として、eスポーツを通した、社会と関わる⼀歩を踏み出せる環境づくりを行います。
○関東中学相撲⼤会運営事業
　快適に競技、観覧ができるよう⼟俵の改修を行います。
○スポーツ少年団補助⾦交付事業
　⼦どもたちのスポーツ活動の基礎となり、健全育成を目的に活動するスポーツ少年団を
支援し、育成者の確保とともに、⼦どもたちのスポーツ⼈⼝の拡⼤を図ります。
○スポーツ国際交流推進（エチオピア人オリンピアンによる陸上競技指導）

○かさま⾳楽フェスタ～奏～事業
　笠間市にゆかりのある演奏家によるコンサートや、キッズコンサート、市内施設を会場とし
た街⾓コンサートを開催し、だれもが優れた芸術に触れる機会を提供します。
○笠間陶芸⼤賞展　充実した公募展を行います。
○全国こども絵画inかさま
　芸術作品を通して美術の素晴らしさを後世に伝えて行くため、こども絵画展を開催します。
○全国こども陶芸展推進事業

○多様な人材確保の推進
　地域資源を生かした魅力発信と、東京圏を中⼼とした
サテライトオフィス等を含めた移住等調査研究を公民連携
により実施します。
○地域おこし協⼒隊事業
○定住化促進事業
　移住を検討している方へのお試し移住体験施設の貸出
や、移住に係る相談などに移住コーディネーターが対応し
ます。

○モデルコミュニティの形成
　公民連携によるモデルコミュニティのブランディングと整備を行います。
　市民・居住者・関係⼈⼝などが交流、活動するための試験事業を含め
た取り組みを実施します。あわせて市内への波及を図るため連携体の拡
⼤を図ります。
○移住者等の確保策の推進
　モデルコミュニティを中⼼とした、本市への移住者等の確保策を展開
するとともに、交流事業への参画者等を確保するための研究・周知を実
施します。

○⼦連れスタイルの提案
①市役所等での⼦連れ出勤導入に向けた検討
②パパの働き方⾰命
　効率的に仕事をこなし残業を削減する意識を高めることで、男性
が家庭での責任を⼥性と分かち合うことをねらいとするセミナーを
開催します。
③⼦ども服交換会の開催
④パパ・ママ座談会の開催
⑤企業向け・復職支援ボス講座
　部下の仕事と家庭の両⽴を理解・応援し、成果を出す管理職「イ
クボス」を増やすための講座を開催します。

　障がい者スポーツや�eスポーツの認知度を上げ、「スポーツができる喜び」を感じてもらえる取り組みを
進めます。

　笠間焼をはじめとした伝統⼯芸、歴史と⾵⼟が育んだ文化芸術資源を気軽に親しむ機会の創出を図り、豊かな感性を育むとともに
それらを継承し、郷⼟を愛する意識の醸成を図ります。

　地域の活性化や地域コミュニティの持続を⾒据えた⼈
材の確保のため、お試し移住体験や移住支援⾦などを通
じた移住者確保、地域おこし協力隊による地域活性化を
図り、地域をつくる多様な⼈材の確保に取り組みます。

　全世代に対して、将来に向けた期待と安⼼を与える「笠間暮らし」を
提案するモデルコミュニティ（笠間版CCRC）を構築します。
　令和2年度は、これまでの調査・研究をもとに、構想実現に向けたモ
デルコミュニティを産学官連携により形成します。

パラスポーツ（ボッチャ）

eスポーツ

○ユニバーサルデザインの推進
　市民や市職員を対象とした講習会で意識啓発を図り、考え方
を市全体に広めていきます。
○LGBTへの理解促進
　イベント等を通して性的マ
イノリティの理解者・支援者
を増やし、当事者に配慮し
た取組みを進めます。
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秘書課
ラール市･台北市との親善交流
台北市から研修生受入
グローバル職員の採用･派遣

市民活動課
外国人相談窓口
国際交流員による英語教育推進

商工課
JAPANブランドの推進 学務課

グローカル人材の育成
外国語指導助手等による
英語教育の強化

スポーツ振興課
東京2020ホストタウン推進
東京2020事前キャンプ交流
スポーツ国際交流員による
国際交流推進

観光課
インバウンド観光の推進

庁内の国際化推進のための事業連携イメージ

業務の効率化

効率的で効果的な行政運営

ICT化民間力の活用行政評価
事業の方向
性の判断

民間委託
指定管理者
公民連携

RPA・AIの導入
検討
ペーパーレス化
マイナンバー
カードの普及・
利活用推進

笠間市行財政改革大綱

ビルド＆スクラップ

�国際交流・国際化の推進【事業費：4,362 千円】

�⾏政サービスの改⾰推進【事業費：87,746 千円】

�市役所本庁舎⼤規模改修の実施【事業費：465,757 千円】

�⾃主財源の確保【事業費：80,090 千円】

○海外地⽅自治体職員の受⼊
　台北市研修生を観光課に受け入れ、観光業務全般を研修します。
○グローバル職員採用
　ロシア国籍の任期付職員を秘書課に配置し、海外に向けた情報発信を強化します。
○ジェトロ茨城への職員派遣
　日本貿易振興機構茨城貿易情報センターへ職員を派遣し、地場産品の海外展開を
図ります。
○外国人人材活用による国際化推進
○外国人相談窓⼝

○RPA・AIの導⼊検討
　RPA（ロボティック・プロセス・オートメーション）の本格導入に向けた検討と、AI導入
の可能性を検討します。
○ タブレットの活用・⽂書管理システムの導⼊によるペーパーレス化の一体的な推進
　タブレット端末による会議や、文書管理システムの導入による文書の電⼦化を図り、庁
内文書のペーパーレス化を⼀体的に進めます。
○マイナンバーカードの普及・利活用推進
　マイナポイントの利用環境整備・広報を実施し、マイナンバーカードの普及を促進します。
○笠間市行財政改⾰⼤綱の進行管理
　第3次笠間市行財政改⾰⼤綱の進行管理を行います。
　・�行政評価に基づいた事業スクラップ（事業の廃⽌、縮⼩等）の推進
　・業務の民間委託、指定管理者制度の導入、公民連携の推進

○ふるさとづくり寄附⾦業務代行委託等
　新たな返礼品を開拓し、返礼品の魅力を発信します。
○事業促進イベント等
　本市の魅力発信や元気かさま応援基⾦による各支援事業の
取り組み事例をイベント等でＰＲします。

・海外地方自治体職員協力交流事業など
　�台湾交流事務所を置く台北市からの研修生受け入れ、グローバル職員の任用、国際業務に関わる機関への職員派遣などの⼈的交
流により、職員の国際感覚・グローバル意識の向上を図ります。
・国際交流事業（外国⼈相談窓⼝）
　外国⼈住民が安⼼して暮らせるよう、窓⼝において生活の相談や⼿続きのサポー
トを行います。

　限られた経営資源で持続可能な行政サービスを提供するために、ICT（ロボディクスやAIなど）の活用、ペーパーレスの推進、マイ
ナンバーカードの普及・利活用推進、事業スクラップ、民間力の活用等により、業務の効率化と充実化を図ります。

　本所庁舎（議会行政棟）の改修にユニバーサ
ルデザイン※を取り入れ、すべての⼈が安全・安
⼼に利用できる庁舎へ整備を進めます。

※ユニバーサルデザイン
　�「万⼈（Universal）のための設計（Design）思
想、「すべての⼈のためのデザイン」を意味する。
昨今では、「すべての⼈が生活しやすい社会の
デザイン」という広い概念をもつ。

○企業版ふるさと納税の推進
　本市の地方創生事業を応援をしてくれる企業の参画に向けて
の各種PR等に取り組みます。
○収納対策事務
　徹底した財産調査を行い滞納処分を強化し、関係機関と連携
を図り徴収率向上に取り組みます。
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小学校等
教育機関

障害福祉サービス
事業所等

笠間市こども育成⽀援センター
・支援コーディネート  ・相談支援  ・育成支援  ・教育支援

本⼈・家族

医療機関等 中央児童相談所 保健センター等
行政機関

特集 未来への挑戦
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が
あ
る
。

・
素
直
で
か
わ
い
ら
し
い
生
徒
で
し
た
。私
た
ち

も
元
気
を
頂
き
ま
し
た
。

・
子
ど
も
達
が
と
て
も
か
わ
い
ら
し
く
て
素
直
で
…

何
で
も
話
を
し
て
く
れ
て
孫
の
よ
う
で
し
た
。

　今
年
、
予
定
し
て
い
る「
民
家
体
験
」の
予
定
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年度から取り組んでいる制度で、都市部の意欲ある人材が
地方へ移住（最長3年）し、地域力の維持・強化を目的とした支援活動を行うものです。

65歳。千葉県より移住。65歳。千葉県より移住。

おおおお つぼつぼ かつらかつら

隊員隊員

【問い合わせ】 秘書課（内線224）

フェイスブックもご覧ください Facebook▶https://www.facebook.com/Kasamartowa

　今
年
も
昨
年
同
様
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
達

が
笠
間
に
来
て
「
民
家
体
験
」
を
行
う
予
定
で

す
。こ
の
ほ
か
に
も
国
内
外
を
問
わ
ず
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
、
年
間
約
7
0
0
名
の
訪
問
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　受
入
体
制
に
は
万
全
を
期
し
て
望
ん
で
い
ま

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
懸
念

や
、
悪
天
候
な
ど
不
測
の
事
態
に
よ
り
中
止
や

延
期
も
考
え
ら
れ
ま
す
。「
民
家
体
験
」が
楽
し

く
笑
顔
で
実
施
で
き
る
よ
う
安
心
と
安
全
を
第

一に
考
え
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　子
ど
も
達
が
来
て
く
れ
る
こ
と
で
笠
間
の
知

名
度
の
向
上
、
ま
ち
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る

こ
の
取
り
組
み
を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
、話
を
聞
い
て
み
た
い

方
は
遠
慮
な
く
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　０
２
９
６
‐
７
２
‐
９
２
２
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
笠
間
観
光
協
会
）

　０
９
０
‐
５
７
６
５
‐
０
５
４
４（
大
坪
）

なすを収穫受入民家と一緒に記念撮影

ヤギとのふれあい体験!? 茶道体験

「民泊」に関する
お問い合わせも
お待ちしてます。
詳しくは「笠間の
民泊」で検索を！

日　程 学校名 人数 受入
民家数

6月5日 日帰り 千葉県立
浦安高校 240名 約60軒

7月21日
～23日 2泊3日 江戸川区立

松江第三中学校 145名 約40軒

9月15日 日帰り 浦安市立
入船小学校 82名 約25軒

9月17日 日帰り 浦安市立
高洲中学校 159名 約50軒
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今
年
も

　た
く
さ
ん
の
子
ど
も
達
が

　
　笠
間
で
ふ
れ
あ
う
予
定
で
す
！

  

「
笠
間
ふ
れ
あ
い
体
験
旅
行
」
の
取
り
組
み
で

は
、受
入
れ
民
家
を
は
じ
め
多
方
面
の
方
々
に
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。昨
年

は
延
べ
1
9
9
軒
の
民
家
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

８
６
２
名
に
及
ぶ
国
内
外
の
子
ど
も
達
が
笠
間

で「
民
泊
」や「
民
家
体
験
」を
行
い
ま
し
た
。

【
昨
年
受
入
れ
て
く
れ
た
民
家
の
方
の
感
想
】

・
と
に
か
く
学
生
さ
ん
た
ち
が
可
愛
い
。自
分
た

ち
に
も
新
し
い
発
見
が
あ
る
。

・
素
直
で
か
わ
い
ら
し
い
生
徒
で
し
た
。私
た
ち

も
元
気
を
頂
き
ま
し
た
。

・
子
ど
も
達
が
と
て
も
か
わ
い
ら
し
く
て
素
直
で
…

何
で
も
話
を
し
て
く
れ
て
孫
の
よ
う
で
し
た
。

　今
年
、
予
定
し
て
い
る「
民
家
体
験
」の
予
定
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年度から取り組んでいる制度で、都市部の意欲ある人材が
地方へ移住（最長3年）し、地域力の維持・強化を目的とした支援活動を行うものです。

65歳。千葉県より移住。65歳。千葉県より移住。

おおおお つぼつぼ かつらかつら

隊員隊員

【問い合わせ】 秘書課（内線224）

フェイスブックもご覧ください Facebook▶https://www.facebook.com/Kasamartowa

　今
年
も
昨
年
同
様
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
達

が
笠
間
に
来
て
「
民
家
体
験
」
を
行
う
予
定
で

す
。こ
の
ほ
か
に
も
国
内
外
を
問
わ
ず
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
、
年
間
約
7
0
0
名
の
訪
問
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　受
入
体
制
に
は
万
全
を
期
し
て
望
ん
で
い
ま

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
懸
念

や
、
悪
天
候
な
ど
不
測
の
事
態
に
よ
り
中
止
や

延
期
も
考
え
ら
れ
ま
す
。「
民
家
体
験
」が
楽
し

く
笑
顔
で
実
施
で
き
る
よ
う
安
心
と
安
全
を
第

一に
考
え
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　子
ど
も
達
が
来
て
く
れ
る
こ
と
で
笠
間
の
知

名
度
の
向
上
、
ま
ち
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る

こ
の
取
り
組
み
を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
、話
を
聞
い
て
み
た
い

方
は
遠
慮
な
く
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　０
２
９
６
‐
７
２
‐
９
２
２
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
笠
間
観
光
協
会
）

　０
９
０
‐
５
７
６
５
‐
０
５
４
４（
大
坪
）

なすを収穫受入民家と一緒に記念撮影

ヤギとのふれあい体験!? 茶道体験

「民泊」に関する
お問い合わせも
お待ちしてます。
詳しくは「笠間の
民泊」で検索を！

日　程 学校名 人数 受入
民家数

6月5日 日帰り 千葉県立
浦安高校 240名 約60軒

7月21日
～23日 2泊3日 江戸川区立

松江第三中学校 145名 約40軒

9月15日 日帰り 浦安市立
入船小学校 82名 約25軒

9月17日 日帰り 浦安市立
高洲中学校 159名 約50軒

やさしい保険プラザ友部スクエア店不測の事態に備える不測の事態に備える

お気軽に
ご相談ください

　今年に入り「新型コロナウイルス」の流行が広がり、他人事であったニュースが徐々
に自分の生活に関係し、多くの方が身近な不安に感じたと思います。
　「感染の不安」「学校の休校」「仕事や収入への影響」「経済への影響」…このような事態
が起きようとは、誰も想像していなかったと思います。
　【不測の事態への備え】を、今一度考えてみてはいかがでしょうか。

　私たちの取り扱う保険では、万が一の入院や死亡に備える「医療・生命保険」や万が一
の支出に備えるために「積立型の保険」が利用されています。『やさしい保険プラザ友部
スクエア店』では、無料相談を承っておりますので、お気軽にご相談ください。

自
宅
療
養
の
不
安
に
寄
り
添
う

　
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、
自
宅
療

養
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
が
60
％
以
上

を
占
め
、「
病
気
や
障
害
が
あ
っ
て
も
、

住
み
慣
れ
た
家
で
暮
ら
し
た
い
」「
人

生
の
最
期
を
自
宅
で
迎
え
た
い
」
と
望

ま
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
家
族
だ
け
で
介
護
や
医
療
的
ケ
ア
が

で
き
る
だ
ろ
う
か
」「
一
人
暮
ら
し
だ

け
ど
大
丈
夫
？
」
と
不
安
に
思
う
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
私
た

ち
訪
問
看
護
師
が
皆
様
の
ご
自
宅
へ
訪

問
し
、
在
宅
療
養
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
訪
問
看
護
で

は
、
地
域
で
暮
ら
す
さ
ま
ざ
ま
な
年
代

の
方
に
、
関
係
職
種
と
協
力
し
合
っ
て
、

一
人
一
人
に
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

訪
問
看
護
っ
て

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
く
れ
る
？

　
利
用
者
様
の
ご
自
宅
へ
訪
問
し
、
健

康
状
態
の
観
察
、
病
状
悪
化
の
防
止
・

回
復
、
療
養
生
活
の
相
談
と
ア
ド
バ
イ

ス
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
点
滴
、

注
射
な
ど
の
医
療
処
置
、
痛
み
の
軽
減

や
服
薬
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
治
医
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
訪
問
薬

剤
師
の
方
々
な
ど
と
連
携
を
し
な
が
ら

在
宅
療
養
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か

さ
ま
で
は
24
時
間
緊
急
体
制
で
、
何
か

あ
っ
た
際
に
は
連
絡
を
い
た
だ
き
、
電

話
で
の
状
況
に
よ
り
緊
急
訪
問
も
行
っ

て
い
ま
す
。
24
時
間
い
つ
で
も
訪
問

看
護
師
と
連
絡
が
取
れ
る
と
い
う
こ
と

で
、
利
用
者
の
皆
様
や
ご
家
族
か
ら
安

心
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
最
期
ま
で

　
当
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
当
院
で
行
っ

て
い
る
訪
問
診
療
と
連
携
を
し
な
が
ら

終
末
期
看
護
も
行
っ
て
い
ま
す
。
我
が

家
へ
帰
り
た
い
、
最
期
の
日
は
我
が
家

で
迎
え
た
い
、
家
族
み
ん
な
と
住
み
慣

れ
た
我
が
家
で
一
緒
に
居
た
い
、
と
い

う
利
用
者
様
の
思
い
、
そ
し
て
い
つ
も

そ
ば
で
寄
り
添
っ
て
あ
げ
た
い
、
最
期

は
好
き
な
こ
の
家
で
家
族
み
ん
な
と
生

活
し
た
い
、
と
い
う
ご
家
族
の
思
い
。

両
者
の
思
い
に
寄
り
添
い
、
大
切
な
最

期
の
時
間
を
私
た
ち
訪
問
看
護
師
が
お

手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
回
、
皆
様
に
訪
問
看
護

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
障
害
や
病
気
が
あ
っ
て
も

暮
ら
し
た
い
と
思
う
と
き
に
お
役
に
立

て
れ
ば
幸
い
で
す
。

と

訪問看護とは？

【問い合わせ】市⽴病院　TEL.0296-77-0034

　武
た け

⽯
い し

 美
み

紀
き

⼦
こ

さん
笠間市立病院  看護師

（訪問看護ステーションかさま）
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Read&Acti
on

Read&Acti
on

暮らしの知って得する情報を紹介します。

気になる情報を見つけたら、アクションをおこしましょう。

日時 場所申し込み 問い合わせ申 問

※�納税は、簡単で便利な⼝座振替を。
※�納期限を過ぎると延滞⾦が加算されます。
　�早めの納税をお願いします。
※�⼝座振替で納付の方は預⾦残高の確認を。

●固定資産税 （1 期）

●介護保険料 （1 期）

納期限
４月30⽇（⽊）

在
宅
子
育
て
支
援
事
業

「
マ
マ
・
ホ
リ
デ
ー
事
業
」
５
月
ス
タ
ー
ト

　
『
お
家
で
子
育
て
し
て
い
る
保
護
者
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
と
育
児
に
か
か
る
負
担
の
軽
減
の
た

め
、
無
料
で
児
童
を
一
時
的
に
お
預
か
り
す
る

「
マ
マ・ホ
リ
デ
ー
事
業
」
を
５
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

利
用
場
所
：
く
る
す
保
育
所
・
と
も
べ
保
育
所

利
用
日
：
月
～
金
曜
日

　
　
　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

利
用
時
間
：
原
則
午
前
９
時
～
午
後
１
時

　
　
　
　
　
（
給
食
、
お
や
つ
無
料
）

利
用
回
数
：
年
２
回

対
象
児
童
：
笠
間
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
保
育

所
等
に
入
所
し
て
い
な
い
１
歳
～
５
歳
の
児
童

利
用
方
法
：
希
望
す
る
ど
ち
ら
か
の
保
育
所
に

直
接
申
し
込
み

申
・
問

く
る
す
保
育
所�

T
E
L�
0
2
9
6ｰ

7
2ｰ

0
5
6
3

と
も
べ
保
育
所�

T
E
L�
0
2
9
6ｰ

7
7ｰ

6
1
0
5

※�

保
育
所
行
事
や
職
員
研
修
等
で
、
希
望
日
に

お
預
か
り
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

マ
ル
福
の
外
来
対
象
年
齢
を
さ
ら
に
拡
大

　
中
学
校
１
年
生
か
ら
15
歳
ま
で
対
象
の
市
独

自
の
小
児
医
療
福
祉
費
支
給
制
度
（
マ
ル
福
）

が
、
令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り
対
象
年
齢
を
18

歳
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

※�

受
給
資
格
該
当
の
方
へ
は
、
３
月
下
旬
に
受

給
者
証
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

保
険
年
金
課
（
内
線
１
４
３
）

笠
間
支
所
市
民
窓
口
課
（
内
線
７
２
１
２
３
）

岩
間
支
所
市
民
窓
口
課
（
内
線
７
３
１
８
２
）

子
育
て
・
教
育

地
域
児
童
相
談
《
完
全
予
約
制
》

　

��

こ
ど
も
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー�

相
談
室
1
・
2

　

��

笠
間
市
美
原
３
丁
目
２ｰ

11

�

5
月
15
日（
金
）
午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時

問�

こ
ど
も
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

�

T
E
L�

0
2
9
6ｰ

7
3ｰ

4
7
2
1

文
化
・
ス
ポ

ー

ツ

募集 

ト
モ
ア
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
2
0
2
0
春
・
夏
講
座

　
4
月
か
ら「
ト
モ
ア
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
」

春
・
夏
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　
健
康
・
教
養
・
語
学
等
各
方
面
で
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
先
生
方
を
講
師
に
お

招
き
し
、
ト
モ
ア
で
し
か
学
べ
な
い
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
か
つ
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
ま
ず
は
、
来
て
、
見
て
、
体
験
し
て

み
ま
し
ょ
う
！

　
そ
れ
ぞ
れ
の
講
座
の
日
時
・
内
容
・
講
師
・

参
加
費
な
ど
詳
し
く
は
ト
モ
ア
に
置
か
れ
て
い

る
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

��

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
「
ト
モ
ア
」

申
・
問�

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ「
ト
モ
ア
」

T
E
L�

0
2
9
6ｰ

7
1ｰ

6
6
3
7

国
際
交
流
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

５
月
の
日
本
語
教
室

�
２
日
、
９
日
、
16
日　
午
前
10
時
～

　

��

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
「
ト
モ
ア
」

※
外
国
人
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
・
問�

笠
間
市
国
際
交
流
協
会�

木
村
美
枝
子

�

Ｔ
Ｅ
Ｌ�

０
９
０ｰ
２
７
６
１ｰ

８
７
１
１

募集�

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
商
品

　
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
の
Ｐ
Ｒ
と
地
域
振

興
を
目
的
と
し
て
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
食
料
加
工
品
な
ど
の
商
品
を
募
集
し
ま

す
。

認
定
期
間
／
認
定
の
日
か
ら
３
年
間
（
３
年
ご

と
の
更
新
制
）

申
請
方
法
／
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら

「
筑
波
山
地
域
ジ
オ
ブ
ラ
ン
ド
認
定
申
請
書
」

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
資
格
や
必
須
条
件
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
／
４
月
15
日（
水
）～
６
月
15
日（
月
）

申
・
問�

桜
川
市
商
工
観
光
課

T
E
L�

0
2
9
6ｰ

5
5ｰ

1
1
5
9
直
通

協
議
会
H
P
:https://tsukuba-geopark.jp/

4月の納税等

イベント等は中止または延期になる場合が
あります。最新情報はホームページをご確
認ください。
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Read&ActionRead&Action

保
健
・
医
療
・
福
祉

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　
令
和
2
年
度
の
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

の
費
用
の
一
部
助
成
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

対
象
者
は
予
防
接
種
法
に
よ
り
年
度
ご
と
に

定
め
ら
れ
て
い
て
、
対
象
と
な
る
年
度
の
み
１

回
、
接
種
費
用
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
接

種
期
間
は
4
月
6
日
か
ら
令
和
3
年
3
月
31
日

ま
で
で
す
。

※
過
去
に
対
象
に
な
っ
た
時
に
定
期
接
種
し
た

方
、
全
額
自
己
負
担
で
23
価
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
た
方
は
、
助
成
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
者
①

�

　
65
歳
：
S
30
.4
.2
～
S
31
.4
.1
生

�

　
70
歳
：
S
25
.4
.2
～
S
26
.4
.1
生

�

　
75
歳
：
S
20
.4
.2
～
S
21
.4
.1
生

�

　
80
歳
：
S
15
.4
.2
～
S
16
.4
.1
生

�

　
85
歳
：
S
10
.4
.2
～
S
11
.4
.1
生

�

　
90
歳
：
S
5
.4
.2
～
S
6
.4
.1
生

�

　
95
歳
：
T
14
.4
.2
～
S
1
.4
.1
生

�

　
100
歳
：
T
9
.4
.2
～
T
10
.4
.1
生

対
象
者
②

　
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
、
腎
臓

又
は
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生

活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
が

あ
る
方
及
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能

な
程
度
の
障
害
が
あ
る
方

助
成
金
額　
3
0
0
0
円

接
種
期
間　
令
和
３
年
3
月
31
日
（
水
）
ま
で

接
種
方
法

　
市
内
の
医
療
機
関
…
直
接
医
療
機
関
に
申
し

込
ん
で
、
ハ
ガ
キ
を
持
参
し
て
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

　
市
外
の
医
療
機
関
…
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー

に
ハ
ガ
キ
を
持
参
し
、
予
診
票
の
交
付
を
受
け

て
か
ら
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

問�

保
健
セ
ン
タ
ー

T
E
L�

0
2
9
6ｰ

7
7ｰ

9
1
4
5

男
性
の
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種

　
風
し
ん
の
予
防
接
種
は
、
現
在
、
予
防
接
種

法
に
基
づ
き
公
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
公
的
な
接
種
を
受
け
る
機
会
の
な
か
っ
た

昭
和
37
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
54
年
4
月
1
日

生
の
男
性
は
、
抗
体
保
有
率
が
他
の
世
代
に
比

べ
て
低
く
（
約
80
％
）
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
2
0
2
2
（
令
和
４
）
年
3
月
31
日
ま

で
の
期
間
に
限
り
こ
の
年
代
の
男
性
を
対
象
と

し
て
、
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
を
無
料

で
実
施
し
ま
す
。

※�
抗
体
検
査
の
結
果
は
、
受
診
機
関
に
よ
っ
て

約
1
か
月
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
期
間

内
に
抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種
が
完
了
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問�

保
健
セ
ン
タ
ー

T
E
L�

0
2
9
6ｰ
7
7ｰ

9
1
4
5

対象者にクーポン券が届きます（今年度クーポン券の有効期限は、2022（令和４）年3⽉
31日までです）
※�無料の対象になるのは1人1回です。昨年度クーポン券を使用した方で、今年度もクーポ
ン券を使用した場合は有料となります。

予防接種を受けましょう（クーポン券、本⼈確認書類、抗体検査結果通知が必要です）
※�予防接種は、本事業に参加している全国の医療機関等で受けられます。希望する医療機
関にお問合わせください。

※ クーポン券がないと無料にはなりません

抗体検査を実施します（クーポン券、本⼈確認書類が必要です）
※�検査は本事業に参加している全国の医療機関・健診機関で受けられますので、希望する
医療機関等にお問い合わせください。対象の医療機関・健診機関は、厚労省HPをご覧
ください。

※ クーポン券がないと無料にはなりません

○男性の抗体検査・予防接種までの流れ

抗体あり（予防接種の対象とはなりません）

抗体検査の結果を受け取る

抗体なし

令和２年 広報かさま ［４月号］ No.16919



後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率
が

�

決
ま
り
ま
し
た

　
令
和
２
年
度
お
よ
び
３
年
度
の
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、公
費
が
約
５
割
、

現
役
世
代
か
ら
の
支
援
金
が
約
４
割
、
被
保
険

者
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
約
１
割
を
負

担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
保
険
者
が
受
け
る
医

療
に
係
る
給
付
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※�

賦
課
の
も
と
と
な
る
金
額�

＝�

総
所
得
金
額

等�

－�

基
礎
控
除
33
万
円

※�

総
所
得
金
額
等
と
は
、
前
年
の
収
入
か
ら
必

要
経
費
（
公
的
年
金
控
除
額
や
給
与
所
得
控

除
額
な
ど
）
を
差
し
引
い
た
も
の
で
、
社
会

保
険
料
控
除
、
配
偶
者
控
除
な
ど
の
各
種
所

得
控
除
前
の
金
額
で
す
。
な
お
、
遺
族
年
金

や
障
害
年
金
は
、
収
入
に
含
み
ま
せ
ん
。

保険料率・賦課限度額（令和 2・3 年度）
令和 2・3年度 平成30・31年度

保険料 均等割額 46,000 円 39,500 円
所得割率 ８.50％ 8.00％

保険料の賦課限度額
（上限額） 64万円 62 万円

※茨城県内は均⼀の保険料率となります。

個人ごとの保険料の決めかた

１年間の保険料額
（100円未満切捨て） ＝

均等割額
＋

所得割額

46,000円 （賦課のもととなる⾦額）
×　8.50％

※�

年
度
の
途
中
で
被
保
険
者
に
な
ら
れ
た
方

は
、
資
格
取
得
月
か
ら
の
月
割
り
で
保
険
料

額
が
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
世
帯
の
所
得
が
低
い
方
や
、
会
社
な
ど
の
健

康
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
は
均
等
割
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問�

保
険
年
金
課
（
内
線
1
4
1
）

健
康
座
談
会
（
メ
デ
ィ
カ
ル
カ
フ
ェ
）

～
み
ん
な
の
相
談
室
～
（
要
予
約
）

　
医
師
や
理
学
療
法
士
、
保
健
師
な
ど
の
専
門

職
の
話
を
聞
い
た
り
、参
加
者
と
話
し
た
り
…
。

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。
テ
ー
マ
も
い
ろ
い
ろ
ご
用
意

し
ま
し
た
の
で
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�

全
て
木
曜
日　
午
後
2
時
～
３
時
30
分　

申
・
問�

笠
間
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

T
E
L�

０
２
９
６ｰ

7
8ｰ

５
８
７
１

� 5⽉14日 こころとからだが若返る
ウォーキング体験

地域交流センター
いわま「あたご」

� 7⽉��2日 知って安⼼！介護保険
地域医療センター
かさま�行政棟

� 9⽉10日 歯の健康
〜お⼝のケアと噛むことの⼤切さ〜

�11⽉12日 ⼈生会議の準備をしよう
〜最期をどう迎えるか〜

地域交流センター
ともべ「トモア」

令和 3年
� 1⽉14日 じぃじばぁばの孫守講座

地域医療センター
かさま�行政棟

� 3⽉11日 健康であるために
〜今日から始めるがん予防〜

く
ら
し
の
相
談

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　

��

友
部
公
民
館

�

5
月
20
日
（
水
）

　

��

午
後
1
時
～
4
時

問�

秘
書
課
（
内
線
2
2
5
）

特
設
無
料
人
権
相
談

　

��

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
も
べ

�

5
月
20
日
（
水
）

　

��

午
前
10
時
～
午
後
3
時

問�

水
戸
地
方
法
務
局

T
E
L�

0
2
9ｰ

2
2
7ｰ

9
9
1
9

行
政
相
談

　

��

友
部
公
民
館

�

5
月
27
日
（
水
）

　

��

午
後
2
時
～
4
時

問�

秘
書
課
（
内
線
2
2
5
）

生
活
環
境

イベント�

天
狗
の
郷
バ
ザ
ー
ル
de
い
わ
ま

　

��

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
「
あ
た
ご
」�

�

5
月
10
日
（
日
）

　

��

午
前
9
時
～
午
後
3
時

問�

根
本
（
0
9
0ｰ

3
0
0
9ｰ

7
8
8
3
）

イベント�

友
部
駅
前
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

�
5
月
24
日
（
日
）

　

��
午
前
9
時
～
午
後
1
時

　

���

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
「
ト
モ
ア
」

ま
ち
の
広
場

問�

佐
藤
（
0
9
0ｰ
3
2
4
5ｰ

0
8
8
0
）

開催情報（2会場）

⽇付
時間
会場

4⽉23日（⽊）
9時30分〜11時30分
地域交流センターいわま「あたご」会議室2

⽇付
時間
会場

4⽉24日（⾦）
9時30分〜11時30分
地域交流センターともべ「トモア」コミュニティルーム

申込（⼀社）市民講座運営委員会
☎︎0120-689-419（9時〜18時）

市
民
講
座　
屋
根
・
外
壁

塗
り
替
え
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

　

全
国
各
地
で
年
間
4
0
0
回
以

上
の
市
民
講
座
を
開
催
し
て
き
た

（一社
）
市
民
講
座
運
営
委
員
会
が
、

こ
の
た
び
、
後
悔
し
な
い
塗
り
替

え
施
工
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
聞
け
る
市

民
講
座
を
開
催
す
る
。
参
加
無
料

だ
が
、
電
話
申
し
込
み
が
必
要
。

　
屋
根
・
外
壁
の
塗
装
は
、
専
門

知
識
や
技
術
が
必
要
な
為
、
施
工

業
者
に
全
て
を
任
せ
ざ
る
を
得
な

い
が
、
専
門
知
識
を
持
つ
筈
の
施

工
業
者
が
仕
様
を
守
ら
ず
、
不
良

施
工
に
な
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て

い
る
。
そ
の
為
、
信
頼
で
き
る
業

者
を
選
択
す
る
為
に
消
費
者
に
も

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
る
事
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ

の
市
民
講
座
で
は一級
塗
装
技
能
士

が
解
説
す
る
ス
ク
リ
ー
ン
映
像
を
使

い
、
正
し
い
塗
装
知
識
を
詳
し
く

分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
。

広 告
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Read&ActionRead&Action

気持ちの良い季節に
なりましたね。

アミ戸
張り替え
アミ戸
張り替え10%OFF10%OFF10%OFF10%OFF

5月末まで その他リフォームもご相談下さい。

（
税
別
）

M&Mマスヤ
22,000円（税別）

笠間市住吉1364
友部スクエア館内 ☎0296-70-9139

若返る！キレイになるぞ！
コース

１回 5,500円（税別）

時々やりたいコース

ソニックエステお試し
フルコース体験

1,000円（税別）

エステ受付時間
　10:00～18:00

※施術代別 １回毎に2,000円（税別）

　特別価格につき、1日限定3名、
１人１回限りのチャンス！

フェイス12回分

5,500円

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の

�

情
報
提
供
に
つ
い
て

　
も
と
も
と
は
日
本
に
い
な
い
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ

カ
ミ
キ
リ
と
い
う
大
き
な
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
が
、

国
内
で
相
次
い
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
は
、
５
月
末
か
ら

７
月
ま
で
見
ら
れ
、６
月
に
多
く
出
て
き
ま
す
。

ま
た
、
体
の
大
き
さ
は
触
角
抜
き
で
約
３
～
４

㎝
で
す
。

　
こ
の
虫
は
サ
ク
ラ
や
ウ
メ
・
モ
モ
等
の
木
の

幹
の
内
側
を
食
い
荒
ら
し
て
、
被
害
が
ひ
ど
く

な
る
と
木
は
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
写
真
の
よ
う
な
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
成
虫
や
サ

ク
ラ
の
木
等
か
ら
フ
ラ
ス
（
幼
虫
の
糞
と
木
く

ず
）
を
見
つ
け
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問・
農
政
課
（
内
線
５
３
０
）

・
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
総
合
研
究
所

T
E
L�

０
２
９ｰ

８
２
９ｰ

８
２
５
１

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が

使
え
る
お
店
が
増
え
て
い
ま
す

　

９
月
か
ら
実
施
予

定
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

が
使
え
る
決
済
サ
ー

ビ
ス
が
増
え
て
い
ま

す
。
P
a
y
P
a
y
や

S
u
i
c
a
を
は
じ
め

と
し
た
23
の
決
済
サ
ー

ビ
ス
が
既
に
登
録
さ
れ
て
い
ま

す（
２
月
19
日
時
点
）。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
利
用
に

は
、

　
①�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得�

　
②
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
の
設
定�

　

が
必
要
で
す
の
で
早
め
の
準

備
が
お
す
す
め
で
す
。

　
令
和
３
年
３
月
か
ら
は
健
康
保
険
証
と
し
て

の
利
用
も
予
定
さ
れ
て
い
る
便
利
な
身
分
証
明

書
、
取
得
は
お
早
め
に
！

問�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活
用
に
つ
い
て

　

��

総
務
課
（
内
線
２
１
６
）�

　

��

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
に
つ
い
て�

　

��

市
民
課
（
内
線
１
４
７
）

　

��

笠
間
支
所
市
民
窓
口
課

�

（
内
線
７
２
１
２
１
）

　

��

岩
間
支
所
市
民
窓
口
課

�

（
内
線
７
３
１
８
５
）

市
税
等
口
座
振
替
納
付
済
通
知
書

�

廃
止
の
お
知
ら
せ

　
口
座
振
替
を
利
用
し
て
市
税
等
を
納
付
さ
れ

る
方
に
は
、
毎
年
９
月
と
３
月
に
「
口
座
振
替

納
付
済
通
知
書
」
を
送
付
し
て
い
ま
し
た
が
、

令
和
２
年
４
月
以
降
の
振
替
分
よ
り
廃
止
し
ま

す
。
口
座
振
替
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
預

貯
金
通
帳
へ
の
記
帳
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
軽
自
動
車
の
車
検
時
に
必
要
と
な
る

「
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書（
継
続
検
査
用
）」

に
つ
い
て
は
、
車
検
必
要
車
種
の
み
６
月
中
旬

頃
発
送
し
ま
す
。

※�

廃
止
す
る
税
目
等
：
市
県
民
税
・
固
定
資
産

税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料

◆
よ
く
あ
る
質
問

Ｑ
１
．
廃
止
し
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

Ａ�

１
．
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、

預
貯
金
通
帳
へ
の
記
帳
で
確
認
で
き
る
た
め

必
要
な
い
と
い
う
意
見
や
、
納
税
通
知
書
と

混
同
し
て
誤
解
を
招
く
と
の
指
摘
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
省
資
源
化
に
よ
る
経
費
削
減

を
推
進
す
る
点
か
ら
廃
止
し
ま
す
。

Ｑ�

２
．
口
座
振
替
・
自
動
払
込
の
場
合
は
、
領

収
書
を
発
行
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
す
か
？

Ａ�

２
．
以
前
よ
り
口
座
振
替
・
自
動
払
込
を
利

用
し
て
市
税
等
を
納
付
さ
れ
た
場
合
は
、
領

収
書
を
発
行
し
て
い
ま
せ
ん
。「
口
座
振
替

納
付
済
通
知
書
」
は
納
付
済
と
な
っ
た
税
額

等
の
お
知
ら
せ
で
あ
り
、
領
収
書
や
納
税
通

知
書
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
公
的
な
証
明
書
が
必
要
な
場
合
は
「
納

税
証
明
書
」
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問�

収
税
課
（
内
線
１
２
１
）

マイナポイントに
ついて詳しく知り
たい方はコチラ !

クビアカツヤカミキリの成虫
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軽⾃動車税について

4 月１⽇から市役所の組織機構が変わりました

◎納期限内に納めましょう
　軽自動車税の納期限（⼝座振替日）は、６⽉１日（⽉）です。
　納税通知書の裏⾯に記載されている最寄りの⾦融機関等（全国の主なコンビニエンスストアでも納付できます）で、納期限内に納
めてください。また、LINE�Pay でも納付することができます。（2ページ参照）
　なお、納期限を過ぎてしまうと、コンビニエンスストアやスマートフォン収納（PayPay、LINE�Pay）での取り扱いができません。�
　⼝座振替で納付される方は預⾦残高の確認をお願いします。

◎車検⽤納税証明書について
　⾦融機関等の窓⼝で納付された方は、領収証書の右側に車検用納税証明書が付いています。⼝座振替の方は、６⽉中旬ごろに車検
用納税証明書を発送する予定です。
　なお、⼝座振替の方で、車検用納税証明書発送前に車検を受ける場合は、振替記帳済みの預貯⾦通帳を持参のうえ、税務課または
各支所地域課で納税証明書を申請してください。⼿数料は無料です。

◎減免手続について
　⼼⾝に障がいのある方や､その方のために使用する軽自動車について､⼀定の要件を満たす場合､申請による減免制度があります（生
活保護を受給している方が所有する原付バイク等も同様です。）。なお、自動車税ですでに減免を受けている場合や軽自動車税納付後
の減免申請はできません。
　納期限の６月１⽇（月）までに、税務課または各支所地域課で申請してください｡
　また、令和元年度から引き続き障害を理由とする減免を受ける予定の方については、軽自動車税減免に係る定期調査書を提出され
ている場合、申請は必要ありません。��
　詳しくは、税務課までお問い合わせください。

　⽤意するもの
　１．減免申請書および調査書（税務課または各支所地域課にあります。）　　２．印鑑（認め印）　　３．障害者⼿帳
　４．令和２年度軽自動車税種別割納税通知書　　５．運転する方の運転免許証

　社会保障・税番号（マイナンバー）制度が導⼊されたことに伴い、申請者の法人番号または個人番号の記載が必要になります。

問�税務課（内線１１３）

１．笠間・水戸環境組合解散に伴う組織の変更について
　「笠間・水戸環境組合」の解散に伴い、4⽉からは
「環境センター」として笠間市単独で処理施設の運営
を行うこととなります。
　そのために必要な⼈材の配置を行うとともに、今
後の廃棄物関連施設の管理運営のため、環境保全課
における体制を整備します。

２．こども育成⽀援センターの開設について
　多様な課題を抱える方々を支援するため、多職種
の専⾨職を配置し、発達障害や引きこもり、不登校な
ど、さまざまな課題への相談・対応を行うため「こど
も育成支援センター」を保健福祉部内に設置します。
　関係部署や学校、地域関係機関と連携し、生涯を
通じて支援できる体制づくりを目指します。

３．教育委員会組織の見直しについて
　市長部局の部制と合わせ、教育委員会に教育部を置
き、次長職を⼀般職の長として教育部長と改めます。
　また、茨城国体の終了に伴い国体推進室を廃⽌し
ます。

改正後

《教育委員会》

教育長 スポーツ振興課

オリンピック・
パラリンピック推進室

教育部
（教育部長）

改正後

環境保全課市民生活部 環境Ｇ

廃棄物Ｇ

施設Ｇ

環境センター 業務Ｇ

改正後

保健福祉部

⼦ども福祉課

こども育成支援センター

社会福祉課
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Read&ActionRead&Action

事業系ごみは自己処理をお願いします。

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告

ゴールデンウィークのごみ収集、
し尿汲み取り・浄化槽清掃について

　ごみは、⼀般家庭から排出される「家庭系ごみ」と、事業活動に伴って排出される「事業系ごみ」に分類されます。このうち市では、
「家庭系ごみ」を集積所から収集していますが、集積所に「事業系ごみ」と思われるごみが出されているケースが散⾒されます。
　店舗・会社・⼯場・事務所（法⼈・個⼈を問いません）など、事業活動から出されるすべてのごみは「質」や「量」にかかわらず「事
業系ごみ」となりますので、集積所の利用はできません。
　「事業系ごみ」は、事業者の責任で適正に処理することが法律で定められていて、自らごみ処理施設等に持ち込むか、または収集運
搬の許可業者に委託して処理することになります。

問�環境保全課（内線127）

【施設の維持管理】
環境保全事業団から、維持管理状況の報告を受けた。
　・�ごみの受入投入方法については、展開検査ヤードで受入検査を実施後、クレーン方式によりごみを均⼀に混合し投入している。（日
平均134.4ｔ）

　・�炉の運転方法については、助燃バーナーを使用し、⼀酸化炭素濃度が100万分の100以下となるようにごみを焼却している。（維
持管理目標値30ppm以下で設定。　結果：1号炉12ppm　2号炉11ppm）

　・�ダイオキシンの発生防⽌については、燃焼室中の燃焼ガスを摂氏800度以上に保ち、集塵器に流入する燃焼ガスを水噴霧により摂
氏175度以下に冷却している。

　　�また、煙突から排出される排ガス中のダイオキシン類の濃度は、維持管理目標値である0.1ng-TEQ/N㎥以下となるように二次燃焼
室において完全燃焼している。（結果：1号炉　0.046ng-TEQ/N㎥　　2号炉　0.018ng-TEQ/N㎥）

　・ばいじん中に含まれるダイオキシン類濃度は、年１回以上測定し，0.44ng-TEQ/gとなっている。
　・消火設備、粉じん飛散防⽌、害虫発生抑制、騒音・振動・悪臭・水質など生活環境に支障が生じないよう整備または実施している。

【次回の監視活動】
　施設モニタリング・排ガスの維持管理・浸出水の放流について実施。� 問�環境保全課（内線127）

【笠間地区】※�○は通常のコースを基本として実施、斜線は通常通り休み。
5⽉

2日（⼟） 3日（日） 4日（⽉） 5日（火） 6日（水）
可燃ごみ収集 ○ 休み 休み 休み

不燃ごみ・資源物収集 ○ 休み
11 ⽇（月）に振替

休み
12 ⽇（⽕）に振替

休み
13 ⽇（水）に振替

家庭ごみ持込 ○
事業系ごみ持込 ○ 休み 休み 休み

し尿汲取・浄化槽清掃 休み 休み 休み
・�可燃ごみの翌⽇の振替収集は行いません。
・不燃ごみ及び資源物収集は、翌週の同じ曜日に振替収集を行います。
・し尿汲取・浄化槽清掃は、通常どおり⼟曜日・日曜日・祝日は休みとなります。

【友部・岩間地区】※�○は通常のコースを基本として実施、斜線は通常通り休み。
5⽉

2日（⼟） 3日（日） 4日（⽉） 5日（火） 6日（水）
ごみ収集 ○ ○ ○
ごみ持込 ○ ○ ○

し尿汲取・浄化槽清掃 休み 休み 休み
・ごみ収集・ごみ持込のどちらも通常どおりとなります。
・し尿汲取・浄化槽清掃は、通常どおり⼟曜日・日曜日・祝日は休みとなります。

問�環境保全課（内線127）

実施⽇ 2月27⽇
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川
又
　
信
彦

　
観
光
課
長�

滝
田
　
憲
二

　
道
の
駅
整
備
推
進
課
長�

菅
井
　
敏
幸

　
農
政
課
副
参
事（
笠
間
市
農
業
公
社
）�

石
井
　
　
謙

　
農
政
課
副
参
事（
笠
間
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
）�

石
井
　
　
淳

 

都
市
建
設
部

　
都
市
建
設
部
長�

吉
田
　
貴
郎

　
建
設
課
長�

赤
上
　
　
信

　
管
理
課
長�

古
木
　
　
滋

　
都
市
計
画
課
長�

横
山
　
孝
夫

　
都
市
計
画
課
副
参
事
兼
空
家
政
策
推
進
室
長�

小
藥
　
　
進

 

上
下
水
道
部

　
上
下
水
道
部
長�

横
手
　
　
誠

　
水
道
課
長�

磯
野
　
浩
宣

　
下
水
道
課
長�

小
松
﨑
　
宏

 

会
計
課

　
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長�

島
田
　
　
茂

 

議
会
事
務
局

　
議
会
事
務
局
長�

堀
越
　
信
一

　
議
会
事
務
局
次
長�

西
山
　
浩
太

 

農
業
委
員
会
事
務
局

　
農
業
委
員
会
事
務
局
長�

柳
原
　
克
之

 

監
査
委
員
事
務
局

　
監
査
委
員
事
務
局
長�
飯
田
　
由
一

 

教
育
委
員
会
教
育
部

　
教
育
部
長�

小
田
野
恭
子

 

新
規
採
用（
任
期
付
職
員
）

　
ザ
グ
ミ
ョ
ン
ノ
ワ
　
ナ
タ
ー
リ
ア（
秘
書
課
）

　
内
田
　
幸
枝（
こ
ど
も
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
海
老
澤
由
香（
市
立
病
院
医
師
）

 

新
規
採
用
職
員

　
相
馬
　
法
仁（
商
工
課
）

　
友
部
　
美
奈（
市
民
課
）

　
根
本
　
良
平（
管
理
課
）

　
髙
瀨
　
雄
成（
高
齢
福
祉
課
）

　
赤
堀
　
大
地（
農
政
課
）

　
中
野
　
貴
博（
収
税
課
）

　
神
長
　
花
鈴（
税
務
課
）

　
井
澤
　
朋
子（
子
ど
も
福
祉
課
）

　
鴻
巣
　
香
里（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
松
本
　
一
恵

�

（
こ
ど
も
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
栗
原
　
　
奨（
友
部
消
防
署
）

　
中
野
　
　
嶺（
友
部
消
防
署
）

　
仲
田
　
康
太（
笠
間
消
防
署
）

　
秋
山
　
陽
平（
友
部
消
防
署
）

　
菊
池
　
拓
哉（
笠
間
消
防
署
）

　
柏
崎
　
　
泉（
環
境
保
全
課
）

　
水
越
　
禎
成（
環
境
保
全
課
）

　
川
末
　
洋
行（
環
境
セ
ン
タ
ー
）

　
小
磯
　
博
美（
岩
間
支
所
地
域
課
）

　
秋
山
　
清
彦（
環
境
セ
ン
タ
ー
）

　
大
平
　
豊
和（
環
境
セ
ン
タ
ー
）

　
渡
引
　
恵
美（
岩
間
支
所
福
祉
課
）

　
片
亀
　
一
男（
環
境
セ
ン
タ
ー
）

　
渡
引
　
史
弥（
環
境
セ
ン
タ
ー
）

　
武
井
　
　
誠（
環
境
セ
ン
タ
ー
）

　
白
田
　
伯
夫（
環
境
セ
ン
タ
ー
）

　
海
老
澤
利
明（
環
境
セ
ン
タ
ー
）

　
小
磯
　
直
喜（
環
境
セ
ン
タ
ー
）

 

3
月
31
日
付
退
職
者

　
渡
辺
　
光
司

　
久
野
　
　
穣

　
青
木
　
勝
也

　
入
江
　
康
彰

　
羽
持
　
栄
作

　
山
内
　
順
子

　
篠
崎
三
枝
子

　
岡
野
　
妙
子

　
郡
司
　
美
香

　
米
川
　
清
美

　
小
島
　
良
子

　
長
堀
　
智
子

　
田
村
　
一
浩

　
青
木
　
勝
宏

　
川
村
　
友
佑

　
東
野
　
美
咲

　
沼
野
　
　
剛
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かさま

ともべ

いわま

TEL.0296-72-5046

TEL.0296-78-1200

TEL.0299-45-2082

@kasama_klib

@tomobe_klib

@iwama_klib

書籍・CD
DVD

と しょ かん

と

も

べ

い

わ

ま

か

さ

ま

各館の行事予定

◆おはなし会（０～３歳向け　午前１１時～１１時２０分）
5月15⽇（⾦）来てのおたのしみ！

◆おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時～）
5月10⽇（⽇）『あかいろうそく』＜たんぽぽ＞
5月17⽇（⽇）『かめのえんそく』＜語り部の会＞
5月24⽇（⽇）『ジャックとまめのき』＜アイ アイ＞

◆ギャラリー
5月1⽇（⾦）～5月27⽇（水）

「パッチワーク展」いちごのハウス

◆ブック de トーク（一般向け）
5月23⽇（土）　午後1時30分～3時

◆ギャラリー
5月12⽇（⽕）～5月24⽇（⽇）

「写真展示」友部写友会
5月26⽇（⽕）～6月7⽇（⽇）

「竹工芸展示」竹
ちく

真
しん

会
かい

◆おはなし会（０歳～３歳向け　午前11時30分～）
5月14⽇（⽊）来てのおたのしみ！

＊場所：岩間⼦育て支援センター くりのこ

◆おはなし会（４歳～小学生向け　午後2時～2時30分）
◇おはなしのとびら
5月9⽇（土）『ねこのぼり』ほか＜めだかクラブ＞
5月23⽇（土）来てのおたのしみ！

5 月

としょかん１年⽣のご案内
　新⼩学１年生の皆さん、ご入学おめでとうございます。
　笠間市⽴図書館では、市内に在学または在住の⼩学
１年生を対象にした「としょかん１年生事業」を行っ
ています。
　この事業は、新⼩学１年生に、自分の図書館カード
をつくり、自分で借りることを体験して、本への興味
や世界を広げてほしいという願いを込めた事業です。
　ご来館の際にオリジナルのしおり等、図書館利用に
役⽴つものが入った「としょかん１年生パック」をお
渡ししています。
　ぜひ、お⼦さんと⼀緒にお近くの図書館までお越し
ください。

図書館雑誌スポンサー募集中！
　お店、会社のPRをしたいが、予算に⾒合った媒体が⾒つ
からない、絞り込んだ客層に深くPRしたいが、どのように
したらよいのかわからない、従来のPR方法での費用対効
果がはっきりしない…　　 ▲

図書館雑誌スポンサー事業を活⽤しませんか？
（笠間市⽴図書館は、⼈⼝８万⼈未満の市区図書館で
� ７年連続貸出⽇本⼀を記録しています！）�
・図書館の利用者は定期的に図書館に来館します。
・�図書館購入雑誌の表紙⾯の⼀部を利用して⼿軽なご予算
で、御社の店名や社名を売り込めます。

・�雑誌裏表紙⾯に御社の事業概要等を差し込んで、詳しい
PRができます。

・�PRしたいお店、会社様には図書館所蔵より選んだ雑誌の
年額相当をお支払いいただきます。

＜実施例＞

随時募集していますので、ぜひ、ご検討ください。
お問い合わせは各図書館までお願いします。

⬆�雑誌の棚に置かれたスポン
サー付き雑誌（丸で囲まれ
た部分に社名が入っています）

⬆�最新号の雑誌に裏表紙⾯
には詳しいＰＲ、事業概要
が載せられます。

としょかん１年生パック（写真は昨年度のものです）
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笠間駅周辺地区

笠間地区

赤坂周辺地区

稲田駅周辺地区

福原駅周辺地区 宍戸駅周辺地区

友部
地区

南友部地区
友部駅周辺地区

鯉淵地区

旭町地区

岩間駅周辺地区

岩間地区

岩間支所
周辺地区

【問い合わせ】都市計画課（内線586） 次回は、景観計画における景観形成の基本方針についてお知らせします。

まちづくりナビ
笠間のいな吉®
笠間特別観光大使

第14回 みなさんのご意見
を踏まえ、笠間市
立地適正化計画を
策定しました！

【住民説明会での主な質疑】（延べ95名の方にご参加いただきました）
　・居住誘導区域内外、都市機能誘導区域内外の違いについて（各種区域のメリット等）
　・生活機能維持区域※について（区域を設定する際の条件、名称等）
　・郊外部（居住誘導区域の外）に家を建築する場合の届出の有無について　　など
【パブリックコメントの主な意見】（１名の方からご意見をいただきました）
　・生活機能維持区域に位置付けていない既成市街地（居住誘導区域を除く）について、生活機能の維持を

行う旨の文言を追加してはどうか

皆さんからのご意見を踏まえて、必要に応じて計画案に修正を加え、令和2年3月末に『笠間市
立地適正化計画』を策定しました。今後、計画書の概要版を各戸配布します。

（※生活機能維持区域は「準居住誘導区域」へ名称を変更しました。）

　今回は、住民説明会とパブリックコメントの意見をご報告します。
　また、策定した笠間市立地適正化計画の主な内容についてお知らせします。

住民説明会・パブリックコメントの結果概要 （令和2年1月実施）

　立地適正化計画では、生活サービスや
コミュニティが持続的に確保されるよう、
人口密度維持を図る区域等について右図
のとおり位置づけます。
※区域の設定方針などはまちづくりナビの第8～11回を参照

各種区域の設定

　各種区域に居住機能や都市機能を誘
導するための施策を展開していきます。

居住誘導区域で検討している支援施策
・生活道路の利便性、安心、安全の確保
・「笠間市空家活用支援補助金」の割増 など

都市機能誘導区域で検討している支援施策
・地域に即した公共施設の適正配置計画
・高質歩道整備と無電柱化推進　　など

広範な連携に関して検討している支援施策
・デマンドタクシー、路線バス等といった公共
交通の再編、充実　　など

誘導支援施策（一例）

　立地適正化計画の公表後は、各種区域外におい
て、開発・建築を行う場合や、都市機能誘導区域内
において誘導施設を休廃止しようとする場合に届出
が必要となります。
※届出が必要な行為は第12回を参照、  詳細は概要版に記載します。

届出制度 【今後のスケジュール】

運用開始

令和2年3月 令和2年10月

策定 公表

周知期間

周知期間の間は
届出不要です

《笠間市立地適正化計画の主な内容》

公表後は、
届出が必要になります

凡例
行政界
用途地域
居住誘導区域
都市機能誘導区域
準居住誘導区域
高速道路
国県道
鉄道・駅
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20,950円
10,470円
※消費税10%の場合の料金です。

　
笠
間
市
街
の
昭
和
町
通
り
す
ぐ
東
側
を
南
北
に
貫
く

通
り
が
、
江
戸
時
代
に
笠
間
藩
主
が
参
勤
交
代
に
利
用

し
た
道
で
あ
る
。
そ
の
道
筋
に
沿
っ
た
花
香
町
地
内
の

第
十
八
区
集
会
所
東と
う
奥お
う
の
地
蔵
堂
に
、
こ
の
地
蔵
菩
薩

坐
像
は
安
置
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
隣
接
す
る
桜さ
く
ら

台だ
い

の
泉せ
ん
福ぷ
く
寺じ

境
内
の
地
蔵
堂
に
祀ま
つ
ら
れ
て
い
た
。
明
治
初

め
の
廃は
い

仏ぶ
つ

毀き

釈し
ゃ
くの

潮
流
の
中
で
同
寺
が
廃は
い

寺じ

と
な
り
、

花
香
町
の
人
々
が
譲
り
受
け
、
町
内
に
地
蔵
堂
を
建
て

守
っ
て
き
た
。
平
成
十
一
年（
一
九
九
九
）、
神
奈
川
県

秦は
だ

野の

市し

在
住
の
仏ぶ
っ

師し

小お

島じ
ま

弘ひ
ろ
し

氏
に
よ
り
解
体
修
復
さ

れ
、
翌
年
、
笠
間
市
の
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
。

　
像
容
は
、
像
高
二
〇
㎝
、
左
の
掌
に
宝ほ
う

珠し
ゅ

を
載
せ
、

右
手
に
錫し
ゃ
く

杖じ
ょ
うを

持
ち
、
岩い
わ

座ざ

の
上
に
蓮れ
ん

台だ
い

ご
と
載
る
姿

で
あ
る
。
小
島
弘
師
が
、
私
た
ち
の
面
前
で
割わ
り

矧は

ぎ
造

り
の
同
像
を
解
体
し
て
像
内
を
見
せ
て
下
さ
っ
た
。
胸

裏
と
背
裏
両
部
分
に
墨ぼ
っ

痕こ
ん

鮮あ
ざ

や
か
な
銘
文
が
現
れ
、
そ

の
内
容
に
驚
か
さ
れ
た
。
原
文
は
漢
文
体
で
、
意
訳
す

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
胸
裏
部
分
に
は
、
文
明
十
一

年（
一
四
七
九
）十
月
十
九
日
、
笠
間
馬ば

場ば

郷ご
う
の
瑞ず
い
竜り
ゅ
う

菴あ
ん

に
て
京
都
の
院い
ん

派ぱ

仏ぶ
っ

師し

・
院い
ん

永え
い

作
と
あ
り
、
京
都
の
住

所
も
記
さ
れ
て
い
る
。
背
裏
部
分
に
、
笠
間
・
馬
場

郷
の
住
人
市い

ち
毛げ

内た
く
み
の
す
け

匠
助
藤
原
朝あ
そ
ん臣

家い
え

正ま
さ

の
一
周
忌
に

造
立
し
た
と
、
慈じ

母ぼ

妙み
ょ
う

浄じ
ょ
うの

署
名
が
あ
る
。

　

当
時
の
日
本
は
、
応
仁
元
年（
一
四
六
七
）か
ら

十
一
年
余
に
わ
た
り
京
都
市
街
を
戦
場
に
戦
闘
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た（
応
仁
の
乱
）。
戦
乱
は
全
国
に
波

及
、
そ
の
後
の
約
百
年
は
戦
国
時
代
と
な
る
。
貴
族

や
僧
侶
の
中
に
は
都
を
離
れ
て
地
方
へ
避
難
す
る
者

も
現
れ
、
中
央
の
文
化
が
地
方
へ
伝で
ん

播ぱ

す
る
契
機
と

も
な
っ
た
。
水
墨
画
の
巨
匠
雪せ
っ

舟し
ゅ
う

等と
う

楊よ
う

が
、
現
在
の

山
口
市
へ
移
り
住
み
京
風
文
化
が
育
ま
れ
、
後
に
同

地
は
「
小
京
都
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
平
安
・
鎌
倉
時
代
以
降
、
仏
像
彫
刻
の
分
野
で
日

本
を
代
表
す
る
院
派
の
仏
師
が
、
戦
乱
を
避
け
て
来ら
い

笠り
ゅ
うし
、
当
地
で
仏
像
制
作
を
し
て
い
る
こ
と
は
注
目

に
値
す
る
。
さ
ら
に
、
文
明
七
年（
一
四
七
五
）八

月
の
笠
間
城
の
鎮ち
ん

守じ
ゅ・三さ
ん

所し
ょ

神
社
の
棟む
な

札ふ
だ（

写
）に
は
、

城
主
笠
間
綱つ
な

久ひ
さ

に
よ
る
同
社
の
屋
根
の
葺ふ

き
替か

え
記

録
が
あ
る
。
そ
の
折
の
普ふ

請し
ん

奉ぶ

行ぎ
ょ
うが

市
毛
内
匠
家
正

と
あ
り
、
地
蔵
像
の
胎た
い
内な
い
銘め
い
文ぶ
ん
中
の
市
毛
家
正
の
存

在
を
裏
付
け
て
い
る
。

�

（
市
史
研
究
員　
矢や

口ぐ
ち　
圭け
い
二じ

）

笠
間
・
花は

な
香か

町ま
ち
の

 
木
造
子
育
地
蔵
菩
薩
坐
像

⽊造⼦育て地蔵菩薩胸裏部の墨書銘
No.53

【問い合わせ】⽣涯学習課（内線 382）
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たけのこの炊き込みピラフ

笠間市のヘルスリーダーの会が紹介する

★ ゆでたけのこ ▶150ｇ
★ ベーコン ▶45ｇ
★ グリーンアスパラガス ▶1/2束（75ｇ）
★ にんじん ▶30ｇ
★ 酒 ▶大さじ1
★ しょうゆ ▶大さじ1/2
★ 塩 ▶小さじ2/3
★ バター ▶大さじ1
★ 米 ▶２カップ

【問い合わせ】 保健センター TEL.0296-77-9145

栄養成分（1人分）

エネルギー 

たんぱく質

食塩相当量

411kcal
8.9g
1.1g

脂　　　質

炭水化物

7.8g
73.1g

❶ 米は洗ってザルに上げ、水けをよくきる。
● 炊飯器の内釜に入れて水340mlを加え、30分おく。
❷ ゆでたけのこは縦半分に切り、穂先は2～3㎝長さの縦薄切り。
　 残りは小さ目のいちょう切りにする。
● ベーコンは1㎝幅に切る。
● グリーンアスパラガスは根元1㎝を切り落とし、根元5㎝は皮をむき、

斜め５㎜幅に切る。にんじんは皮をむき、5㎜角の細の目に切る。
❸ ①に酒、しょうゆ、塩を加えて混ぜ、にんじん、たけのこ、ベーコン

の順に米の上にのせて普通に炊く。炊き上がったらグリーンアス
パラガスを散らし、やわらかくなるまで約10分蒸らす。バターを
加えて混ぜ合わせる。

主食（ごはん、パン、麺） 

副菜（野菜、きのこ、いも、海藻料理）

主菜（肉、魚、卵、大豆料理）

牛乳・乳製品

果物

1.5SV

0.5SV

0

0

0

食事
バランス
ガイド

詳しくは 食事バランスガイド 検索

材
料（
3
〜
4
人
分
）

作
り
方

毎月19日
は

食育
の日

笠間焼うつわ
プレゼント

4月号締め切り：4月30日（木）必着

【提供】酒井　敦志之さん（下市毛） サイズ：約21×18×4㎝
さか い  と　し ゆき

●申 秘書課 〒309-1792 笠間市中央3-2-1

広報紙の感想を添えて、住所・氏名・電話番号を
明記のうえ、秘書課まではがきでお申し込みください。
※当選者の方には、笠間市役所本所まで、受け取りに来ていただきます。

笠間日動美術館 佐白山麓公園

笠間小学校

佐白山 正福寺涸
沼
川

355

笠間稲荷神社

菓子工房 福
かるにえ

グルメ
紀行

取材を終えて

　さくっとしたシュー生地の皮
と、中のなめらかなクリームとのバラ
ンスが良かったです。極力オーダー
を受けてから中のクリームを入れて
いるというのが、食感の良さを維持
しているのかなと思いました。今後
の新メニューも楽しみです。
　山口さんの主張しすぎない控え
めな姿勢がとても素敵でした。それ
でいて、笠間に対する愛をとても
感じました。

※取材にご協力いただける農家や地産地消協力店を随時募集しています。

地産地消応援団の
「笠間グルメイト」が、

農家や地産地消協力店をレポートします。
この記事に関するお問い合わせは、

農政課（内線528）へ。

食べて

『かさま』応援！

菓子工房

福
ふく

今月の訪問先

Information
茨城県笠間市笠間1351-1
TEL.0296-71-6005

【定休日】 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
【営業時間】 午前10時から午後6時
※売り切れ次第、終了となる場合があります。

【HP】https://www.kasama-fuku.com/
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加えて混ぜ合わせる。

主食（ごはん、パン、麺） 
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0
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方
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は
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プレゼント

4月号締め切り：4月30日（木）必着

【提供】酒井　敦志之さん（下市毛） サイズ：約21×18×4㎝
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広報紙の感想を添えて、住所・氏名・電話番号を
明記のうえ、秘書課まではがきでお申し込みください。
※当選者の方には、笠間市役所本所まで、受け取りに来ていただきます。
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笠間小学校

佐白山 正福寺涸
沼
川

355

笠間稲荷神社

菓子工房 福
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紀行

取材を終えて

　さくっとしたシュー生地の皮
と、中のなめらかなクリームとのバラ
ンスが良かったです。極力オーダー
を受けてから中のクリームを入れて
いるというのが、食感の良さを維持
しているのかなと思いました。今後
の新メニューも楽しみです。
　山口さんの主張しすぎない控え
めな姿勢がとても素敵でした。それ
でいて、笠間に対する愛をとても
感じました。

※取材にご協力いただける農家や地産地消協力店を随時募集しています。

地産地消応援団の
「笠間グルメイト」が、

農家や地産地消協力店をレポートします。
この記事に関するお問い合わせは、

農政課（内線528）へ。

食べて

『かさま』応援！

菓子工房

福
ふく

今月の訪問先

Information
茨城県笠間市笠間1351-1
TEL.0296-71-6005

【定休日】 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
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※売り切れ次第、終了となる場合があります。
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写真左から
菓⼦工房 福　山

やま
⼝
ぐち

 洋
よう

⼦
こ

さん、笠間グルメイト 坂
さか

部
べ

 眞
ま

喜
き

⼦
こ

さん・塙
はなわ

 ちとさん、
菓⼦工房 福　店主 山

やま
⼝
ぐち

 寿
とし

一
かず

さん

左：栗のシュークリーム 270円（税別）
右：いちごのシュークリーム 280円（税別）
お店の２階で、イートインもできます。

西
洋
割
烹
の
シ
ェ
フ
が
営
む
＂シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
専
門
店
＂

　
本
日
お
伺
い
し
た
の
は
、
笠
間
稲
荷
神
社
か
ら
徒

歩
２
分
の
場
所
に
あ
る
「
菓
子
工
房�

福
」
で
す
。
こ

の
お
店
は
、
笠
間
で
20
年
以
上
続
く
「
西
洋
割
烹
か

る
に
え
」
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
で
あ
る
山
口
さ
ん
が

２
０
１
８
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
＂シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム

専
門
店＂
で
す
。

　
山
口
さ
ん
に
開
店
の
経
緯
を
伺
う
と
、「
か
る
に
え

で
は
、秋
に
な
る
と
デ
ザ
ー
ト
に
笠
間
の
栗
の
シ
ュ
ー

ク
リ
ー
ム
を
提
供
し
て
い
て
、
お
客
様
か
ら
『
こ
の

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
を
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
し
た
い
』
と
の

ご
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
て
、
そ
れ
が
、『
笠
間
の
栗

で
何
か
街
お
こ
し
が
で
き
れ
ば
』
と
い
う
自
分
の
思

い
と
重
な
り
、
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
の
専
門
店
を
オ
ー

プ
ン
す
る
に
至
り
ま
し
た
。」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
お
店
の
名
前
は
、「
お
客
様
が
覚
え
や
す
く
、
お
め

で
た
い
響
き
で
、
手
土
産
に
『
福
』
を
運
ん
で
き
た

と
喜
ば
れ
る
名
前
」
と
考
え
、「
菓
子
工
房�

福
」
と

名
付
け
た
そ
う
で
す
。

こ
だ
わ
り
の
素
材
を
使
用
し
た
こ
だ
わ
り
の
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム

　
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
は
、
５
～
６
種
類
の
中
か
ら
選

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
定
番
の
メ
ニ
ュ
ー
は
「
笠
間

産
栗
の
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム（
笠
間
シ
ュ
ー
く
り
）」
と

「
カ
ス
タ
ー
ド
の
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
」
で
す
。
取
材
時

の
期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、「
笠
間
産
い
ち
ご
の

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
」
や
「
き
な
粉
と
黒
豆
の
シ
ュ
ー

ク
リ
ー
ム
」な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
定
番
の
メ
ニ
ュ
ー

以
外
は
、
季
節
等
に
応
じ
て
変
わ
る
そ
う
で
す
。

　
使
用
し
て
い
る
食
材
に
つ
い
て
伺
う
と
、「『
栗
の

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
』
に
は
、
岩
間
に
あ
る
『
小お

田だ

喜き

商
店
』
さ
ん
の
栗
の
加
工
品
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

栗
に
対
し
て
と
て
も
熱
意
の
あ
る
方
で
、
栗
の
加
工

品
も
と
て
も
美
味
し
い
で
す
。
ま
た
、『
い
ち
ご
の

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
』
に
は
、
笠
間
に
あ
る
『
磯
い
ち

ご
園
』
さ
ん
の
い
ち
ご
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
磯
さ

ん
も
と
て
も
熱
意
の
あ
る
生
産
者
さ
ん
で
、
新
鮮
で

と
て
も
美
味
し
い
い
ち
ご
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
笠
間
焼
の
紹
介
が
で

き
た
ら
」
と
い
う
山
口
さ
ん
の
思
い
か
ら
、
店
頭
の

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
は
、
色
々
な
作
家
さ
ん
の
笠
間
焼

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

笠
間
を
も
っ
と
面
白
い
街
に

　
笠
間
生
ま
れ
・
笠
間
育
ち
で
、
幼
い
頃
か
ら
笠
間
稲

荷
門
前
通
り
を
見
て
き
た
山
口
さ
ん
に
、
今
後
の
展
望

を
伺
う
と
、「
最
近
、
こ
の
笠
間
稲
荷
門
前
通
り
の
人

の
流
れ
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
新
し
い

お
店
が
オ
ー
プ
ン
し
、
訪
れ
る
方
に
は
若
い
世
代
の
方

も
増
え
て
い
ま
す
。
笠
間
が
、
美
味
し
い
も
の
を
食
べ

な
が
ら
散
策
が
楽

し
め
る
、
面
白
い

街
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
自
分

も
そ
の
一
助
に
な

れ
れ
ば
。」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

和モダンな内装の店内。
笠間焼の器に、各シュークリーム
がディスプレイされています。
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Hot People
最近のまちの話題をお届けします

2

1

ボートピア岩間の江
え
間
ま
�聖
まさ
洋
ひろ
場長（右）

左から、山⼝市長、狩谷さん、江田さん、⼤井川知事

1
　
茨
城
県
市
長
会
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
茨
城
県
市
町
村
会
館
で
行
わ
れ
、
笠
間
市
か
ら
江え

田だ

け

い
子こ

さ
ん
と
狩か

り

谷や

博ひ
ろ

道み
ち

さ
ん
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

▼
表
彰
者
の
主
な
活
動

江
田
け
い
子
さ
ん　

�

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
平
成
16
年
か
ら
現
在
ま
で
15
年
以
上
活
動
し
、

平
成
27
年
に
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
。

狩
谷
博
道
さ
ん　
　

�

市
防
犯
連
絡
員
と
し
て
、
平
成
16
年
か
ら
15
年
間
に
わ
た
り
防
犯
活
動
の

推
進
に
尽
力
。
平
成
24
年
か
ら
は
市
防
犯
連
絡
員
協
議
会
の
理
事
と
し
て
、

平
成
28
年
か
ら
は
会
長
と
し
て
活
動
を
牽
引
。

自
治
功
労
表
彰
を
授
賞

 2
12

2
　
昨
年
11
月
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
チ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
岩
間（
ボ
ー
ト
ピ
ア
岩
間
）職
員
が
、
場
内

で
倒
れ
た
男
性
を
骨
圧
迫
と
A
E
D
で
救
命
し
ま
し
た
。
適
切
な
救
命
措
置
に
対
し
、
市
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
施
設
で
は
、
A
E
D
の
設
置
や
、
普
通
救
命
講
習
会
の
受
講

な
ど
、
心
疾
患
や
脳
卒
中
で
倒
れ
た
方
に
適
切
な
応
急
手
当
を
施

せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▼�⼼肺蘇生法の
⼿順

日本医師会サイト

卒
倒
し
た
急
病
人
を
救
助
、
ボ
ー
ト
ピ
ア
岩
間
職
員
に
感
謝
状

 2
19

左から、浦井選⼿、岡本春斗選⼿、山⼝市長、
岡本彩桜選⼿

3
　
B
M
X
世
界
選
手
権
の
日
本
代
表
候
補
者
と
し
て
、
市
内
在
住
の
浦う

ら

井い

健け
ん

芯し
ん

さ
ん
（
友
部
中
）、

岡お
か

本も
と

彩さ
く
ら桜

さ
ん
（
笠
間
中
）、
岡お

か

本も
と

春は
る

斗と

さ
ん
（
水
城
高
校
、
彩
桜
さ
ん
の
兄
）
が
選
ば
れ
、
市

へ
報
告
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
2
0
1
9
年
の
J
C
F
（
日
本
自
転
車
競
技
連
盟
）
公
認
大
会
で
、
浦
井
さ
ん
は
ボ
ー
イ
ズ
13

歳
ク
ラ
ス
で
年
間
総
合
1
位
、
彩
桜
さ
ん
は
ガ
ー
ル
ズ
15
歳
ク
ラ
ス
で
年
間
総
合
2
位
と
、
春
斗

さ
ん
は
メ
ン
17
-29
歳
ク
ラ
ス
で
年
間
総
合
3
位
と
、
そ
れ
ぞ
れ
華
々
し
い
成
績
を
残
し
て
い
ま

す
。

3
人
の
若
手
レ
ー
サ
ー
B
M
X
日
本
代
表
候
補
に

 3
2

3
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Hot People
最近のまちの話題をお届けします

5

合気道に挑戦したロシアからのツアー参加者

5
　
ロ
シ
ア
か
ら
旅
行
会
社
な
ど
の
関
係
者
10
名
が
、
茨
城
県
の
現
地
視
察
ツ

ア
ー（
フ
ァ
ム
ツ
ア
ー
）で
笠
間
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
合
気
神
社
を
見
学
後
、
隣
接
す
る
合
気
会
茨
城
支
部
道
場
で
合
気
道

に
挑
戦
。
そ
の
後
、
一
行
は
笠
間
工
芸
の
丘
で
陶
芸
に
も
挑
戦
し
、
ろ
く
ろ
で

の
焼
き
物
づ
く
り
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。

　
市
が
誇
る
武
道
に
伝
統
工
芸
と
、
笠
間
な
ら
で
は
の
体
験
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
、
充
実
し
た
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
か
ら
の
お
客
様
、
笠
間
を
満
喫
！

 2
18

笠間市長賞�⼩
お
野
の
寺
でら
美
み
紀
き
さん（筑波⼤）の作品

6

4
　
地
域
産
業
の
＂酒
蔵
＂
を
観
光
資
源
の
ひ
と
つ
と
位
置
づ
け
、
筑
波
山
地
域

ジ
オ
パ
ー
ク
の
地
域
振
興
に
つ
な
げ
よ
う
と
「
酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム�

in�

笠
間
」

が
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
市
民
の
ほ
か
ジ
オ
ガ
イ
ド
や
研
究
機
関
の
方
な
ど
市
内
外
か
ら

約
50
名
の
方
が
参
加
し
、酒
蔵
の
魅
力
な
ど
の
講
演
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
地
元
酒
蔵
で
あ
る
須
藤
本
家
や
笠
間
焼
陶
芸
家
も
パ
ネ
ラ
ー
と

な
っ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
笠
間
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
ど
の
よ
う
に

展
開
す
る
か
」
も
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
貴
重
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

地
域
資
源
を
ど
う
活
か
す 

︱ 

酒
蔵
編 

︱

 2
15

6
　
2
月
20
日
～
23
日
、
笠
間
の
家
で
「
第
6
回
茨
城
学
生
建
築
展
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
24
日
に
は
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
県
内
の
高
校
生
、
専
門
学
校
生
、

大
学
生
に
よ
る
作
品
37
点
の
中
か
ら
優
れ
た
作
品
に
対
し
、
表
彰
状
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　
建
築
展
は
、（
一
社
）茨
城
県
建
築
士
事
務
所
協
会
が
、
茨
城
県
内
の
建
築
士

を
目
指
す
学
生
の
登
竜
門
と
な
る
よ
う
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
建
築
文
化
の

向
上
と
地
域
文
化
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

茨
城
学
生
建
築
展
表
彰
式

 2
24 

4

パネルディスカッションの様⼦
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報告会を行った選⼿の皆さん（中央4名）
左から石

いし
川
かわ
竜
りゅう
多
た
さん（柔道）、江

え
連
づれ
春
はる
樹
き
さん（相撲）、

竹
たけ
澤
ざわ
隼
はやと
さん（ライフル射撃）、東

ひがし
野
の
美
み
咲
さき
さん（ソフトボール）

1
　
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
笠
間
市
実
行
委
員
会
の
第
4
回
総
会
（
解
散
総
会
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、引
き
続
き
行
わ
れ
た
「
笠
間
」
に
ゆ
か
り
の
あ
る
選
手
の
報
告
会
で
は
、男
子
柔
道
、

相
撲
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ラ
イ
フ
ル
射
撃
の
選
手
が
登
壇
し
、
大
会
に
か
け
た
熱
い
思

い
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

　
関
係
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
大
会
成
功
に
向
け
熱
い
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

茨
城
国
体
。
解
散
総
会
＆
出
場
選
手
報
告
会

 1
31

1

講師のTUMMY株式会社　有
あり
本
もと
千
ち
秋
あき
さん（最前列中央）、

地域おこし協力隊川島隊員（最前列左から2番目）
スペシャル・ガラ・コンサートの様⼦

23

2
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
川
島
隊
員
が
企
画
し
た
「
農
業
経

営
・
発
信
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
振
興
を
担
当
す
る
川
島
隊
員
が
着
任
し
て
か
ら
感
じ
て
い
た
＂笠
間
市
の
農
業
・
農

産
物
の
魅
力＂
を
も
っ
と
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
詰
ま
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
。

　
市
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
者
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
2
人
組
で
魅
力
の
発
掘
か
ら
そ
の
魅

力
を
誰
に
伝
え
た
い
か
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

埋
も
れ
た
魅
力
を
掘
り
起
こ
そ
う

 2
20

3
　
昨
年
惜
し
ま
れ
つ
つ
終
了
し
た
茨
城
国
際
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
in
か
さ
ま
に
代
わ
り
、
今

年
度
か
ら
は
「
か
さ
ま
音
楽
フ
ェ
ス
タ
～�

奏（
か
な
で
）～
」
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
2
月

22
日（
土
）に
は
、
笠
間
公
民
館
で
「
横
山
幸
雄
×
川
久
保
賜
紀
×
青
柳
晋�

ス
ペ
シ
ャ
ル
・

ガ
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
約
3
5
0
名
が
来
場
し
、
美
し
い
ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
の
音
色
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
2
月
24
日（
月
）に
は
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
で
街
角
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ

れ
、
笠
間
の
街
が
音
楽
に
染
ま
り
ま
し
た
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
魅
力
に
酔
い
し
れ
た
ひ
と
と
き
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左から、水戸市　高橋市長、笠間市　山⼝市長

⾷材を受け取る施設の皆さん

右から、JA常陸�森専務、山⼝市長

テレワーク⼦連れ出勤

4

7

5

6

4
　
笠
間
・
水
戸
環
境
組
合
に
お
い
て
、
水
戸
市
が
組
合
か
ら
脱
退
し
、
解
散
す
る
こ
と
に
伴
い
、
解
散
協
議

書
と
財
産
処
分
に
関
す
る
協
議
書
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
水
戸
市
が
新
清
掃
工
場
稼
働
に
あ
た
り
、
組
合
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
両
市
で
解
散
に
向

け
た
協
議
検
討
を
進
め
、
昨
年
12
月
、
構
成
市
議
会（
笠
間
市
及
び
水
戸
市
）で
環
境
組
合
の
解
散
等
に
つ
い

て
議
決
を
得
ま
し
た
。

　
笠
間・水
戸
環
境
組
合
は
3
月
31
日
を
も
っ
て
解
散
し
、
今
後
は
笠
間
市
単
独
の
運
営
へ
と
引
き
継
が
れ
、

今
ま
で
通
り
友
部
・
岩
間
地
区
の
ご
み
処
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

笠
間
・
水
戸
環
境
組
合
が
解
散

 2
25

7
　
市
内
小
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
が
休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
、
用
意
さ
れ
て
い
た
学
校
給

食
の
食
材
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
、
関
係
機
関
へ
配
布
す
る
こ
と
で
有
効
利
用
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
配
布
先
は
、
市
立
保
育
所
や
子
ど
も
食
堂
、
児
童
ク
ラ
ブ
。

　
今
回
の
対
応
に
つ
い
て
、
お
い
し
い
給
食
推
進
室
の
根
本
室
長
は
「
緊
急
の
事
態
で
あ
り
、
一
部
の
食
材

で
仕
入
れ
を
止
め
る
対
応
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
が
、
各
施
設
の
協
力
に
よ
り
、
少
し
で
も
無
駄
な
く
活
用

で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
食
品
ロ
ス
が
で
な
い
よ
う
、
市
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。」
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
給
食
食
材
を
生
か
す

・
 3

6
 3

11

6
　
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
小
中
学
校
の
休
校
に
伴
い
、
市
役
所
で
初
と

な
る
テ
レ
ワ
ー
ク
と
子
連
れ
出
勤
を
緊
急
対
応
と
し
て
試
験
導
入
し
ま
し
た
。

　
テ
レ
ワ
ー
ク
初
日
と
な
っ
た
3
月
2
日
、
市
の
情
報
政
策
担
当
の
職
員
が
、
自
宅
勤
務
。
出
勤
し
て
い
る

職
員
と
専
用
の
ソ
フ
ト
を
通
し
て
や
り
と
り
を
行
い
な
が
ら
、
市
役
所
に
い
る
時
と
同
じ
よ
う
に
仕
事
を
滞

り
な
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
3
月
3
日
か
ら
子
連
れ
出
勤
が
行
わ
れ
、
小
学
校
中
学
年
の
子
ど
も
と
職
員
が
一
緒
に
出
勤
し
、

子
ど
も
た
ち
は
宿
題
や
読
書
な
ど
を
し
な
が
ら
過
ご
し
ま
し
た
。

　
今
後
テ
レ
ワ
ー
ク
や
子
連
れ
出
勤
の
効
果
を
検
証
し
、
働
き
方
改
革
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

初
の
試
み
、
市
役
所
で
子
連
れ
出
勤
、

テ
レ
ワ
ー
ク
を
試
験
導
入

5
　
茨
城
県
内
の
鳥
獣
被
害
が
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
J
A
常
陸
か
ら
Ｈ
30
年
度
に
引
き

続
き
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
お
り
「
箱
わ
な
」
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
を
訪
れ
た
J
A
常
陸
の
森
専
務
は
「
大
切
な
農
作
物
を
守
る
た
め
に
、
箱
わ
な
を
利
用
し
て
鳥
獣
被
害

対
策
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
箱
わ
な
は
、
J
A
常
陸
か
ら
県
北
地
域
管
内
7
市
町
に
10
基
寄
贈
さ
れ
る
予
定
で
す
。
市
で
は
、
J
A
や

農
家
等
と
協
力
連
携
を
し
な
が
ら
、
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
る
農
産
物
を
守
る
た
め
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
捕
獲
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

鳥
獣
被
害
対
策
、
箱
わ
な
を
寄
贈

3
5
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－ スポーツ少年団 －
青 少年 の 健 全 育成のためスポーツ少年団は、東 京 五 輪

（1964年）の2年前に創設されました。同じ年の子どもと同じ
目標に向かって走ったり、学年の違う子どもとも触れあったり
できます。

活動拠点 笠間小学校グラウンド
練習日時 毎週土・日　８：30～１１：00
　　　　　毎週火・木　18：30～20：30
目　　標 全日本少年サッカー大会の全国大会へ出場すること
その他の活動 夏休みには１泊２日のサマーキャンプを実施しています！

サッカーというスポーツ
を通じて“こころ”と“から
だ”の成長を育むことを
目標に指導しております。
また、自分たちで考え、判断し、行動する
こと、自分と関わる全ての人に感謝するこ
とが出来る人間になってもらえればと思っ
ております。
サッカーに興味があれば、いつでも遊びに
来てください。

　『サ
ッ
カ
ー
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
』『
感
謝

の
気
持
ち
を
育
て
る
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
指
導
し
て

お
り
ま
す
。

指
導
方
針
・
モ
ッ
ト
ー

　笠
間
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
土
曜
日

と
日
曜
日
は
午
前
中
の
練
習
、
火
曜
日
と
木
曜
日

は
自
主
参
加
で
夜
の
練
習
、
と
い
っ
た
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　子
ど
も
た
ち
は
毎
週
元
気
に
楽
し
く
ボ
ー
ル
を

追
い
か
け
て
い
ま
す
。
全
学
年
を
通
じ
て
仲
が
良

い
の
が
特
徴
で
す
。

　サ
ッ
カ
ー
と
い
う
競
技
は
年
々
進
化
を
続
け
、

技
術
は
も
と
よ
り
瞬
時
に
状
況
を
判
断
す
る
能
力

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
た
ち
は
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
を
求
め
、

自
発
的
に
向
上
心
を
持
っ
て
サ
ッ
カ
ー
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　練
習
は
準
備
運
動
に
ラ
ダ
ー
を
取
り
入
れ
、コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
練
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、個
人
技
そ
し
て
チ
ー
ム
プ
レ
ー

を
繰
り
返
し
練
習
し
、
実
践
を
意
識
し
た
練
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

団
の
Ｐ
Ｒ

笠間サッカースポーツ少年団
第12回

スポーツ少年団に
密着インタビュー！

指導者コメント

小学6年生小学6年生
河原井 俐輝くん河原井 俐輝くん

か  わら  い　   り　 きか  わら  い　   り　 き

キャプテン

林　健 コーチ林　健 コーチ
はやし　　  けんはやし　　  けん

代表指導者

みんなが楽しく活動で
きるように、普段からで
きるだけみんなに声を
かけて、話をするように
しています。プレー中
も、次の動きがスムーズ
にできるように声かけをしています。
コミュニケーションをとることで、チームを一つ
にまとめようと心がけています。

母 翼さん
港 柊 ちゃん
みなとしゅう

　毎月末、保健センター（地域医療センターかさま内）での一歳児相談の際に、写真撮影を行っています。
ご希望の方は、当日秘書課職員にお気軽にお声掛けください。
※撮影した写真は広報紙「広報かさま」や市公式Facebook等のSNSで使用させていただきます。

【問い合わせ】 秘書課　広報戦略室（内線225）

母 亜美さん

ももはるの
パパママになれて

幸せだよ、
ありがとう

1月生まれ 菊池 百春 くん
ももはるきくち

母 千恵さん

兄弟仲良く、
元気に

大きくなってね！

2月生まれ 信田 惇翔 くん
あつとしだ

母 彩子さん

たくましく
育ってね！

2月生まれ 大久保 慶治 くん
けいじおおくぼ

母 あすかさん

お姉ちゃん達に
負けるな！

11月生まれ 箱石 泰千 くん
たいちはこいし

母 直子さん

大きく元気に
育ってね！

2月生まれ 伊王野 翔 くん
かけるいおの

みずと仲良く、
元気いっぱいに

育ってね♡

母 奈津美さん
太田 桜詩 ちゃん

ららおおた

2月生まれ

母 里紗さん
小坂 凜 ちゃん

りんこさか

たくさん食べて
大きくなってね！

2月生まれ

3姉妹で
仲良し！

1月生まれ

元気に
育ってね！

母 かなえさん
宇佐美 結愛 ちゃん

ゆいなうさみ

1月生まれ

元気に
育ってね！

母 萌美さん
飯田 綾美 ちゃん

あやみいいだ

2月生まれ

母 瞳さん父 和秀さん

元気に
大きくな～れ☆

2月生まれ 大平 和喜 くん
あいきおおひら

母 友美さん

たくさん食べて
たくさん

あそぼうね♪

2月生まれ 飯田 廉二郎 くん
れんじろういいだ

母 美佳さん

明るく楽しく
元気な子に
育ってね

2月生まれ 石塚 友萊 くん
ゆらいしつか
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－ スポーツ少年団 －
青 少年 の 健 全 育成のためスポーツ少年団は、東 京 五 輪

（1964年）の2年前に創設されました。同じ年の子どもと同じ
目標に向かって走ったり、学年の違う子どもとも触れあったり
できます。

活動拠点 笠間小学校グラウンド
練習日時 毎週土・日　８：30～１１：00
　　　　　毎週火・木　18：30～20：30
目　　標 全日本少年サッカー大会の全国大会へ出場すること
その他の活動 夏休みには１泊２日のサマーキャンプを実施しています！

サッカーというスポーツ
を通じて“こころ”と“から
だ”の成長を育むことを
目標に指導しております。
また、自分たちで考え、判断し、行動する
こと、自分と関わる全ての人に感謝するこ
とが出来る人間になってもらえればと思っ
ております。
サッカーに興味があれば、いつでも遊びに
来てください。

　『サ
ッ
カ
ー
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
』『
感
謝

の
気
持
ち
を
育
て
る
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
指
導
し
て

お
り
ま
す
。

指
導
方
針
・
モ
ッ
ト
ー

　笠
間
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
土
曜
日

と
日
曜
日
は
午
前
中
の
練
習
、
火
曜
日
と
木
曜
日

は
自
主
参
加
で
夜
の
練
習
、
と
い
っ
た
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　子
ど
も
た
ち
は
毎
週
元
気
に
楽
し
く
ボ
ー
ル
を

追
い
か
け
て
い
ま
す
。
全
学
年
を
通
じ
て
仲
が
良

い
の
が
特
徴
で
す
。

　サ
ッ
カ
ー
と
い
う
競
技
は
年
々
進
化
を
続
け
、

技
術
は
も
と
よ
り
瞬
時
に
状
況
を
判
断
す
る
能
力

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
た
ち
は
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
を
求
め
、

自
発
的
に
向
上
心
を
持
っ
て
サ
ッ
カ
ー
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　練
習
は
準
備
運
動
に
ラ
ダ
ー
を
取
り
入
れ
、コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
練
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、個
人
技
そ
し
て
チ
ー
ム
プ
レ
ー

を
繰
り
返
し
練
習
し
、
実
践
を
意
識
し
た
練
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

団
の
Ｐ
Ｒ

笠間サッカースポーツ少年団
第12回

スポーツ少年団に
密着インタビュー！

指導者コメント

小学6年生小学6年生
河原井 俐輝くん河原井 俐輝くん

か  わら  い　   り　 きか  わら  い　   り　 き

キャプテン

林　健 コーチ林　健 コーチ
はやし　　  けんはやし　　  けん

代表指導者

みんなが楽しく活動で
きるように、普段からで
きるだけみんなに声を
かけて、話をするように
しています。プレー中
も、次の動きがスムーズ
にできるように声かけをしています。
コミュニケーションをとることで、チームを一つ
にまとめようと心がけています。
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E-m
ail

　info@
city.kasam

a.lg.jp

https://www.city.kasama.lg.jp/https://www.city.kasama.lg.jp/ https://www.city.kasama.lg.jp/mobile/

人口と世帯数
《常住人口3.1現在》
（　）内は前月比較

●人　口：
　男
　女

●世帯数：29,184世帯（±0世帯）
●2月の出生数：32人
●2月の死亡数：93人

74,097人（－82人）
36,269人（－53人）
37,828人（－29人）

◯広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
◯市ホームページモバイル版では、行政・災害などのさまざまな情報をお届けしています。
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